
◀◀◀保健だより

姶良郡医師会◎日曜・祝日在宅医担当表 結
核・肺
が
ん
検
診
に
つ
い
て

65
歳
以
上
（
平
成
22
年
３
月
31

日
現
在
）
を
対
象
に
、
感
染
症
予

防
対
策
の
一
環
と
し
て
６
月
か
ら

巡
回
の
結
核
・
肺
が
ん
検
診
（
レ

ン
ト
ゲ
ン
撮
影
）
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
検
診
は
肺
結
核
・
肺
が
ん
・

気
管
支
炎
な
ど
の
胸
部
疾
患
の
早

期
発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。

検
診
日
程
は
、
検
診
日
約
１
か

月
前
に
個
人
通
知
し
ま
す
。
指
定

日
に
都
合
の
悪
い
か
た
は
、
ほ
か

の
日
程
で
も
受
診
で
き
ま
す
。

肺
が
ん
は
霧
島
市
の
が
ん
の
死

因
第
１
位
で
あ
り
早
期
発
見
・
早

期
治
療
の
た
め
、
今
回
の
結
核
・

肺
が
ん
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の

肺
が
ん
検
診（
登
録
者
の
み
通
知
）

は
、
11
月
、
12
月
に
予
定
し
て
い

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先=

健
康
増
進

課
☎（
64
）０
９
０
５

小
児
科・内
科
夜
間
救
急
診
療

◦
月
～
金
曜
日
（
受
付
時
間
）

　

午
後
７
時
30
分
～
10
時
30
分

◦
土
曜
・
日
曜
・
祝
休
日

　

午
後
６
時
30
分
～
９
時
30
分

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島
市
医
師

会
医
療
セ
ン
タ
ー
☎（
42
）１

１
７
１

休
日
歯
科
救
急
診
療

◦
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
３
時

◦�

場
所
＝
姶
良
郡
歯
科
医
師
会
館

口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー（
空
港
近
く
）

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
姶
良
郡
歯
科

医
師
会
☎（
58
）４
３
８
８

※原則として往診はしません。
※都合により変更になる場合がありますので、ご連絡のうえ受診してください。
※内科・外科系の担当時間は午前９時から午後５時までです。
※眼科系の担当時間は午前９時から午後１時までです。

◎日曜・祝日薬局日程表 姶良郡薬剤師会

姶良郡薬剤師会　☎（64）2239 ／ＦＡＸ（43）3299	

月　日 曜日 薬　局　名 電　話 地　区

6月 7日 日 ひめぎ薬局 ６４−２６１０ 隼 人

6 月 14日 日 フロム薬局 ４４−９２９２ 隼 人

6 月 21日 日

わかば調剤薬局 ４３−５４３０ 隼 人

あおぞら薬局 ５８−９８７７ 溝 辺

サン調剤薬局 ７２−１８００ 横 川

霧島市民薬局中央 ４７−１８５５ 国 分

6 月 28日 日

国分中央薬局 ４８−５１３３ 国 分

とざか薬局 ６４−２５００ 隼 人

おおぞら薬局 ５７−６２２０ 国 分

月　日 曜日 地区 病　院　名 診　療　科　目 電　話

６月 7日 日

国　　分 帖佐クリニック 消化循環器外科 ６４−０７１１

隼　　人 日当山温泉クリニック 内科 ４３−３１１１

加治木町 川島クリニック 外科内科 ６２−７２００

蒲 生 町 吉留クリニック 内科外科 ５２−１１１１

牧　　園 霧島桜ヶ丘病院 内科神経精神科 ７８−３１３５

加治木町 加治木白石眼科医院 眼科 ６３−１２００

国　　分 たちくら小児科 小児科 ４７−１２１１

６月 14日 日

国　　分 清水内科 内科神経科 ４７−７１７３

隼　　人 はやと整形外科 整形外科 ４３−６１１１

加治木町 徳重クリニック 内科耳鼻咽喉科 ６２−２６７２

姶 良 町 久永医院 内科小児科 ６５−２５０７

横　　川 猪俣医院 内科 ７２−０００３

姶 良 町 たかひろ眼科 眼科 ５５−６０００

隼　　人 かわの小児科 小児科 ４２−８８６６

６月 21日 日

国　　分 国分外科胃腸科 外科胃腸科 ４７−２３１１

隼　　人 隼人温泉病院 内科 ４２−２１５１

溝　　辺 とくだクリニック 内胃腸消化外科 ６４−１７１７

姶 良 町 たけうちクリニック 胃腸内外小児科 ６４−５５５０

横　　川 林内科 内科小児科 ７２−１８１８

国　　分 渡辺眼科クリニック 眼科 ４５−６８８８

加治木町 すこやかクリニック 小児科 ６２−０３０８

６月 28日 日

国　　分 国分中央病院 内科 ４５−３０８５

隼　　人 浜崎病院 外科 ４２−０３４９

加治木町 西園耳鼻咽喉科クリニック 耳鼻咽喉科 ６２−８７８７

姶 良 町 よしだ内科クリニック 内消循環器科 ６５−１３３３

湧 水 町 ひらしまクリニック 胃腸科外科内科 ７４−２８００

国　　分 いぢち眼科 眼科 ４７−３６１８

国　　分 ふたばクリニック 小児科 ５７−５５５５
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●日時＝６月４日（木）～７日（日）
　　　　午前９時～午後５時（４日は午前９時45分から）
●場所＝国分シビックセンター多目的ホールほか
県立博物館が開催している移動博物館「博物館がやってきた」が霧

島市で開催されます。鹿児島に生息する昆虫や世界の昆虫、身近に生
きる植物や動物、鉱物などの標本・パネルなどが展示されます。また、
星空観測会や自然観測会などの体験活動もあります。
◦内容＝�自然に関わる展示や実験、星空観察会、自然観察会など
◦入場料＝無料（実験などは参加料がかかる場合があります）
◦申し込みが必要なものもあります。詳しくはお問い合わせください。
◎問い合わせ先＝文化振興課文化財グループ☎（42）1119

「博物館がやってきた」開催

　　月の
お も な
イベント

6
7日　第21回鮎まつり／時間：午前11時から／場所：日当山温泉公園

◎問い合わせ先＝林務水産課水産グループ☎（64）0938

7日　狭
さ

名
な

田
だ

の長
おさ

田
だ

／時間：午前10時から／場所：霧島田口狭名田地区
◎問い合わせ先＝霧島神宮☎（57）0001

10日　斎田御田植祭／時間：午前９時から／場所：霧島神宮
◎問い合わせ先＝霧島神宮☎（57）0001

これまでに開催された移動博物館の様子。たくさんの展示品が並ぶ。

広報きりしま  20広報きりしま  20広報きりしま  20
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manifesto

部
長・総
合
支
所
長
の

経
営
方
針
２
０
０
９

部
長
・
総
合
支
所
長
の

経
営
方
針
の
公
表
に
あ
た
っ
て

市
で
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
幹
部
職

員
が
自
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
の
経
営
方

針
な
ど
を
掲
げ
、
そ
れ
を
広
く
公
表
し
、

市
が
何
を
目
指
し
て
い
る
の
か
を
市
民

の
皆
さ
ま
に
お
示
し
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
表
し
た
内
容
に
つ
い
て
は
、

毎
年
目
標
が
達
成
で
き
た
か
ど
う
か
を

年
度
末
に
確
認
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
し
て
い
ま
す
。
達
成
で
き
て
い
な

い
場
合
は
、
そ
の
原
因
に
つ
い
て
検
証

し
、
次
の
取
り
組
み
に
活い

か
し
て
い
き

ま
す
。
さ
ら
に
、『
部
長
・
総
合
支
所

長
の
経
営
方
針
』
に
よ
っ
て
、
組
織
と

し
て
目
指
す
べ
き
共
通
の
目
標
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
職
員
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
意
欲
や
改
革
意
欲
（
職
員
一
人

一
改
革
）
を
促
し
、
そ
れ
を
組
織
の
力

に
結
び
付
け
て
い
き
ま
す
。

こ
の
経
営
方
針
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
多
く
の
か
た

に
ご
覧
い
た
だ
き
、
霧
島
市
が
今
後
何

を
目
指
し
て
い
る
の
か
を
ご
理
解
い
た

だ
く
こ
と
で
、
市
政
運
営
に
対
す
る
評

価
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

※
今
回
公
表
す
る
内
容
は
、
紙
面
の
都
合
上
、
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
部　

長　

山
口　
　

剛
つ
よ
し

■
主
な
取
り
組
み

企
画
部
は
、
第
一
次
霧
島

市
総
合
計
画
の
進
行
管
理
を

進
め
る
と
と
も
に
、
総
合
計

画
、
行
政
評
価
、
予
算
編
成

が
連
動
し
た
行
政
経
営
シ
ス

テ
ム
を
確
立
し
ま
す
。

主
な
事
業
は
、「
霧
島
・

元
気
な
ふ
る
さ
と
再
生
事

業
」
と
し
て
、
再
生
集
落
対

策
や
移
住
定
住
促
進
対
策
、

県
内
市
町
村
と
し
て
は
、
初

の
「
Ｄ
Ｖ
防
止
及
び
被
害
者

支
援
計
画
」
の
策
定
、
ア
ナ

ロ
グ
放
送
終
了
に
伴
う
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
支
援
事
業
、

環
霧
島
地
域
の
美
し
い
地
質

遺
産
の
保
全
・
活
用
を
目
的

と
し
た
「
ジ
オ
パ
ー
ク
」
の

認
定
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

企
画
部
長
の
経
営
方
針

■
部　

長　

今
村　

恭
一

■
主
な
取
り
組
み

総
務
部
は
、定
員
適
正
化

計
画
に
よ
る
職
員
数
の
減
少

が
、住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

を
招
か
な
い
よ
う
、職
員
の

資
質
向
上
を
図
り
ま
す
。ま

た
納
税
者
の
納
税
し
や
す
い

環
境
整
備
を
図
り
な
が
ら
、

健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
ま

す
。そ
の
ほ
か
、犯
罪
や
交
通

事
故
の
無
い
、安
心
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

主
な
事
業
は
、
す
べ
て
の

税
目
で
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
検

討
、
固
定
資
産
に
お
け
る
家

屋
の
全
棟
調
査
、
防
災
行
政

無
線
統
合
デ
ジ
タ
ル
化
実
施

設
計
、
交
通
安
全
施
設
整
備

事
業
、
安
全
灯
の
設
置
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

総
務
部
長
の
経
営
方
針

■
部　

長　

南
田　

吉
文

■
主
な
取
り
組
み

生
活
環
境
部
は
、
霧
島
市

環
境
基
本
計
画
を
柱
と
し
た

環
境
施
策
の
進
行
管
理
を
進

め
る
ほ
か
、
市
民
生
活
に
直

結
し
た
窓
口
担
当
部
署
と
し

て
親
切
、迅
速
、正
確
な
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

主
な
事
業
は
、
自
然
環
境

の
保
全
で
は
霧
島
山
系
生
物

多
様
性
確
保
事
業
、
緑
の

カ
ー
テ
ン
モ
デ
ル
事
業
、
住

宅
用
太
陽
光
発
電
導
入
支
援

対
策
事
業
な
ど
。
循
環
型
社

会
の
形
成
で
は
家
庭
系
生
ご

み
分
別
モ
デ
ル
事
業
で
堆
肥

化
を
試
行
す
る
ほ
か
、
一
般

廃
棄
物
最
終
処
分
場
建
設
で

は
懸
案
の
立
地
可
能
性
調
査

の
実
施
な
ど
に
取
り
組
み
ま

す
。

生
活
環
境
部
長
の
経
営
方
針

■
部　

長　

篠
原　

明
博

■
主
な
取
り
組
み

建
設
部
は
、
市
民
の
皆
さ

ま
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ

る
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
交
通
網
の
整

備
や
住
環
境
整
備
な
ど
地
域

特
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

主
な
事
業
は
、
道
路
交
通

体
系
の
確
立
を
図
る
た
め
の

主
要
幹
線
道
路
や
地
域
間
連

絡
道
路
の
事
業
促
進
、
地
域

に
お
け
る
生
活
道
路
や
公
園

の
整
備
、
土
地
区
画
整
理
事

業
、
下
水
道
事
業
に
よ
る
生

活
基
盤
の
整
備
、
市
営
住
宅

の
外
壁
改
修
な
ど
を
行
う
ほ

か
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
や
橋

き
ょ
う

梁り
ょ
う

長
寿
命
化
計

画
な
ど
の
諸
計
画
を
適
切
に

進
め
ま
す
。

建
設
部
長
の
経
営
方
針

■
部　

長　

柳
田　

秀
徳

■
主
な
取
り
組
み

商
工
観
光
部
は
、
商
工
業

の
活
性
化
の
推
進
、
雇
用
の

場
を
確
保
す
る
た
め
に
企
業

支
援
・
企
業
誘
致
の
推
進
お

よ
び
恵
ま
れ
た
観
光
資
源
を

活
か
し
た
特
色
あ
る
観
光
の

振
興
に
よ
り
、
活
力
あ
る
産

業
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。

主
な
事
業
は
、
商
工
業
者

の
安
定
経
営
に
資
す
る
た
め

利
子
補
給
補
助
・
信
用
保
証

料
補
助
な
ど
の
支
援
、
企
業

誘
致
活
動
を
継
続
し
、
地
元

雇
用
の
拡
大
・
促
進
、
地
域

の
特
色
を
活
か
し
た
観
光
資

源
の
開
発
、
㈳
霧
島
市
観
光

協
会
な
ど
と
一
体
と
な
っ
た

観
光
宣
伝
活
動
の
展
開
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

商
工
観
光
部
長
の
経
営
方
針

■
部　

長　

萬ま
ん

徳と
く　

茂
樹

■
主
な
取
り
組
み

農
林
水
産
部
は
、
農
林
水

産
業
の
従
事
者
が
、
持
続
可

能
な
経
営
が
で
き
る
よ
う
、

所
得
向
上
に
つ
な
が
る
各
種

事
業
を
実
施
し
、
本
市
農
林

水
産
業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

主
な
事
業
と
し
て
、
生
産

基
盤
の
整
備
を
は
じ
め
、
認

定
農
業
者
、
集
落
営
農
組
織

な
ど
担
い
手
の
確
保
・
育
成
、

公
益
的
機
能
を
有
す
る
森

林
・
農
地
・
水
・
環
境
の
保

全
向
上
、
経
営
改
善
の
た
め

の
各
種
支
援
、
霧
島
茶
を
は

じ
め
本
市
が
推
薦
す
る
農
産

物
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
食

料
自
給
率
向
上
の
た
め
の
農

地
の
有
効
活
用
な
ど
を
進
め

ま
す
。

農
林
水
産
部
長
の
経
営
方
針

■
部　

長　

平
野　

貴
志

■
主
な
取
り
組
み

保
健
福
祉
部
は
、
市
民
の

皆
さ
ま
が
安
心
し
て
健
康
に

暮
ら
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

「
医
療
体
制
・
子
育
て
環
境

の
充
実
、
健
康
生
き
が
い
づ

く
り
・
地
域
福
祉
の
推
進
」

を
重
点
目
標
に
定
め
、
必
要

な
医
療
や
健
康
・
福
祉
の

サ
ー
ビ
ス
提
供
に
努
め
ま
す
。

主
な
事
業
と
し
て
、
介
護

保
険
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン

ト
制
度
、
24
時
間
対
応
の
緊

急
通
報
体
制
整
備
、
福
祉
総

合
相
談
や
発
育
・
発
達
相
談

体
制
の
充
実
、
乳
幼
児
医
療

費
助
成
の
拡
充
、
住
み
な
れ

た
地
域
で
、
健
康
・
生
き
が

い
づ
く
り
に
取
り
組
む
た
め

の
推
進
モ
デ
ル
事
業
な
ど
に

取
り
組
み
ま
す
。

保
健
福
祉
部
長
の
経
営
方
針
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manifesto ⾢⾢⾢部長・総合支所長の経営方針

■
部　

長　

阿
多　

己み

清き
よ

■
主
な
取
り
組
み

教
育
委
員
会
は
、「
共
に

学
び
、
育
み
、
磨
き
あ
う
人

が
輝
く
ま
ち
」
を
教
育
分
野

に
お
け
る
ま
ち
の
将
来
像
と

し
、
人
間
性
豊
か
な
市
民
の

育
成
を
目
指
し
て
、
活
力
あ

る
教
育
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

主
に
は
、
天
降
川
小
学
校

を
来
春
開
校
さ
せ
る
た
め
の

さ
ま
ざ
ま
な
整
備
事
業
、
向

こ
う
10
年
間
の
教
育
行
政
の

目
標
な
ど
を
定
め
る
「
教
育

振
興
基
本
計
画
」
策
定
の
ほ

か
、
学
校
の
創
意
工
夫
に
よ

る
特
色
あ
る
教
育
活
動
の
推

進
事
業
、
心
と
体
の
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
「
き
り
し
ま
っ

子
」
の
育
成
、
霧
島
市
民
音

楽
祭
、
学
校
・
社
会
体
育
の

推
進
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

教
育
部
長
の
経
営
方
針

■
局　

長　

後ご

庵あ
ん　

博
文

■
主
な
取
り
組
み

消
防
局
は
、
消
防
組
織
法

第
１
条
に
定
め
る
消
防
の
任

務
遂
行
の
た
め
、
消
防
職
員
、

消
防
団
員
一
丸
と
な
っ
て
消

防
、
救
急
技
術
の
練
磨
に
努

め
る
と
と
も
に
、
全
国
的
に

増
加
傾
向
に
あ
り
、
と
ど
ま

る
こ
と
を
知
ら
な
い
焼
死
者

対
策
に
重
点
を
お
き
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
普
及
拡
大

に
取
り
組
み
ま
す
。

主
な
事
業
と
し
て
、
横
川

分
遣
所
へ
の
水
槽
付
き
ポ
ン

プ
自
動
車
お
よ
び
福
山
分
遣

所
へ
の
高
規
格
救
急
車
導
入
、

中
央
消
防
署
ハ
シ
ゴ
車
の
機

能
回
復
事
業
の
実
施
、
２
年

次
に
わ
た
り
移
転
建
設
し
て

き
た
北
消
防
署
の
円
滑
な
管

理
運
用
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

消
防
局
長
の
経
営
方
針

■
支
所
長　

岩
切　

正
信

■
主
な
取
り
組
み

溝
辺
総
合
支
所
は
市
民
の

皆
さ
ま
に
信
頼
さ
れ
る
身
近

な
役
所
と
し
て
、明
る
く
、市

民
に
や
さ
し
い
雰
囲
気
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。ま
た
、美
し

い
水
と
緑
を
守
り
、地
区
自

治
公
民
館
な
ど
と
協
働
し
な

が
ら
、元
気
な
ふ
る
さ
と
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

主
な
事
業
は
、溝
辺
温
泉

セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
、市
道
立

岩
糸い

と

走ば
し
り

線
・馬ま

立た
て

北
原
線
の

改
良
工
事
、農
村
振
興
総
合

整
備
事
業
の
ほ
か
、地
域
特

性
を
生
か
し
、お
茶
・
畜
産
・

野
菜
・
果
樹
な
ど
、よ
り
生
産

性
の
高
い
農
業
、誇
り
あ
る

霧
島
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
向

け
て
取
り
組
み
ま
す
。

溝
辺
総
合
支
所
長
の

経
営
方
針

■
支
所
長　

福
原　
　

平
た
い
ら

■
主
な
取
り
組
み

横
川
総
合
支
所
は
、
市
民

の
皆
さ
ま
に
信
頼
さ
れ
る
行

政
を
心
が
け
、
常
に
職
員
の

資
質
向
上
に
努
め
、
市
民
参

加
に
よ
る
安
心
で
安
全
な
元

気
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

主
な
事
業
は
、
築
後
百
年

の
歴
史
を
有
す
る
大
隅
横
川

駅
の
周
辺
整
備
、
山
ケ
野
金

山
を
は
じ
め
、
大お

お

出で

水み
ず

お
よ

び
岩い

わ

堂ど
う

観
音
な
ど
、
奥
天
降

川
流
域
の
現
地
調
査
の
実
施
、

物
産
館
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
の
改

修
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
道
路
整
備
、
中
山
間

地
域
総
合
整
備
事
業
、
治
山

事
業
、
市
営
住
宅
改
修
な
ど

も
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

横
川
総
合
支
所
長
の

経
営
方
針

■
支
所
長　

福
盛　

安
美

■
主
な
取
り
組
み

福
山
総
合
支
所
は
、
福
山

地
区
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
た
め
、
全
力
を
挙
げ
て
使

命
を
果
た
し
ま
す
。
職
員
は

全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
、
公

正
公
平
を
旨
に
、
開
か
れ
た

行
政
の
執
行
に
努
め
、
情
報

の
公
開
・
共
有
を
図
り
、
市

民
の
期
待
と
負
託
に
応
え
ま

す
。
職
員
も
市
民
の
一
人
と

し
て
、
地
域
行
事
や
会
合
な

ど
に
積
極
的
に
参
加
し
、
福

山
地
区
の
活
性
化
に
貢
献
し

ま
す
。

更
な
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
向

上
の
た
め
、
福
山
総
合
支
所

整
備
事
業
を
着
実
に
実
施
し

ま
す
。

福
山
総
合
支
所
長
の

経
営
方
針

■
支
所
長　

川
野　

茂
樹

■
主
な
取
り
組
み

霧
島
総
合
支
所
は
、｢

安

心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
と
市

民
満
足
度
を
高
め
る｣

を
経

営
方
針
と
し
、
地
域
課
題
で

あ
る
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
す
べ
て
の
市
民
が
健
康
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
と
、
業
務
の
効
率
化
を

図
り
市
民
満
足
度
を
高
め
る

よ
う
努
め
ま
す
。

主
な
事
業
は
、
県
営
中
山

間
地
域
総
合
整
備
事
業
な
ど

土
地
改
良
施
設
整
備
や
、
市

道
泉せ

ん

水す
い

市い
ち

後ご

柄が
ら

線
ほ
か
５
路

線
の
改
良
工
事
、
水
道
施
設

で
は
、
安
定
給
水
の
た
め
田

口
地
内
の
中
部
・
下
部
連
絡

管
布
設
工
事
な
ど
を
実
施
し

ま
す
。

霧
島
総
合
支
所
長
の

経
営
方
針

■
支
所
長　

間
手
原　

修

■
主
な
取
り
組
み

霧
島
連
山
が
国
立
公
園
指

定
75
周
年
を
迎
え
た
こ
の
一

年
、
職
員
一
人
一
人
が
霧
島

市
職
員
と
し
て
の
自
覚
と
今

の
職
場
で
働
く
こ
と
が
で
き

る
こ
と
に
感
謝
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
、
今
や

る
べ
き
こ
と
を
ス
ピ
ー
ド
感

と
コ
ス
ト
意
識
と
思
い
や
り

を
持
っ
て
行
動
し
、
市
民
の

か
た
が
た
と
と
も
に
、
霧
島

市
牧
園
元
気
な
ふ
る
さ
と
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

管
内
の
主
な
事
業
は
、
塩し

お

浸ひ
た
し

温
泉
跡
地
整
備
、
牧
園

中
学
校
校
舎
改
築
、
霧
島
温

泉
駅
ト
イ
レ
整
備
、
生
活
道

路
整
備
や
ほ
場
整
備
事
業
な

ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

牧
園
総
合
支
所
長
の

経
営
方
針

■
部　

長　

大
井　
　

正

■
主
な
取
り
組
み

工
事
監
査
部
は
、
公
正
で

透
明
性
の
高
い
入
札
制
度
を

確
立
し
、
地
元
業
者
の
育
成

と
受
注
機
会
の
確
保
を
図
り
、

建
設
業
が
地
元
産
業
の
中
核

と
し
て
持
続
的
に
発
展
で
き

る
公
共
工
事
の
発
注
と
コ
ス

ト
縮
減
に
努
め
ま
す
。

主
な
事
業
は
、
急
激
な
経

済
の
悪
化
に
伴
い
、
公
共
工

事
が
大
幅
に
減
少
す
る
中
で
、

建
設
業
の
経
営
安
定
化
と
併

せ
て
景
気
・
雇
用
対
策
を
推

進
す
る
た
め
、
①
一
般
競
争

入
札
制
度
の
充
実
と
電
子
入

札
制
度
の
完
全
実
施
②
コ

ス
ト
縮
減
の
実
行
③
公
共

工
事
の
早
期
発
注
と
平
準
化

④
入
札
監
視
委
員
会
の
設
置

に
取
り
組
み
ま
す
。

工
事
監
査
部
長
の
経
営
方
針

■
部　

長　

東　
　

邦
雄

■
主
な
取
り
組
み

会
計
管
理
部
は
、
市
民
の

皆
さ
ま
が
た
が
納
付
さ
れ
た

各
種
税
金
な
ど
を
は
じ
め
と

す
る
霧
島
市
の
す
べ
て
の
公

金
を
取
扱
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
そ
れ
ら
を
安
全
・
確
実

か
つ
効
果
的
に
管
理
・
運
用

し
て
い
き
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
年
間
を
通

し
て
歳
入
・
歳
出
を
的
確
に

把
握
し
、
安
全
確
実
な
方
法

に
よ
る
運
用
に
努
め
る
と
と

も
に
、
決
済
資
金
の
短
期
剰

余
金
や
基
金
な
ど
の
効
果
的

な
管
理
・
運
用
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
公
用
封
筒
に
広
告

を
掲
載
す
る
事
業
を
行
い
、

新
た
な
財
源
確
保
の
一
助
と

し
ま
す
。

会
計
管
理
部
長
の
経
営
方
針

■
部　

長　

迫
間　
　

勇

■
主
な
取
り
組
み

水
道
部
は
、
水
道
料
金
の

低て
い

廉れ
ん

化
を
図
る
た
め
に
、
事

業
全
般
に
わ
た
る
経
営
の
合

理
化
に
最
大
の
努
力
を
傾
注

し
、
独
立
採
算
制
の
原
則
を

堅
持
し
つ
つ
、
お
客
さ
ま
の

理
解
と
信
頼
の
上
に
な
り
立

つ
地
方
公
営
企
業
を
確
立
し

ま
す
。

主
な
事
業
は
、
平
成
28
年

度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る

水
道
事
業
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
安
心
・
安
全
な
水
を
安

定
的
に
供
給
す
る
た
め
、
老

朽
化
の
著
し
い
施
設
・
設
備

な
ど
の
更
新
お
よ
び
改
築
事

業
を
積
極
的
に
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
水
質
検
査
計
画
に
基

づ
き
水
質
管
理
に
万
全
の
体

制
で
取
り
組
み
ま
す
。

水
道
部
長
の
経
営
方
針
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◀◀◀市からのお知らせinformation

平
成
17
年
11
月
に
霧
島
市
が
誕
生
し
て
か
ら
３
年

を
数
え
、「
新
ふ
る
さ
と
草
創
元
年
」
と
位
置
付
け

ら
れ
た
平
成
20
年
度
は
、「
霧
島
・
元
気
な
ふ
る
さ

と
再
生
予
算
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
厳
し
い
財
政
状

平成20年度の
予算収支状況等を
お知らせします。

地方自治法第243条の３第１項および霧島
市「財政事情」の作成及び公表に関する条例
の規定に基づき、平成20年10月１日から平
成21年３月31日までの財政事情について
公表します。

The budget income and expenditure situation.況
に
あ
り
な
が
ら
も
本
市
独
自
の
特
色
あ
る
施
策
を

積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
当
初
予
算
額

４
９
９
億
３
０
０
０
万
円
で
一
般
会
計
予
算
を
編
成

し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
国
に
お
け
る
安
心
実
現
の
た
め
の
緊

急
総
合
対
策
実
施
を
目
的
と
し
た
第
一
次
補
正
予

算
、
生
活
対
策
・
雇
用
対
策
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
第

二
次
補
正
予
算
の
成
立
な
ど
に
基
づ
く
事
業
の
追
加

や
事
務
事
業
費
の
確
定
な
ど
に
伴
う
補
正
予
算
額

62
億
４
７
２
７
万
２
０
０
０
円
の
追
加
を
行
い
、
最

終
予
算
額
は
５
６
１
億
７
７
２
７
万
２
０
０
０
円
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
会
計
の
予
算
現
額
に
対

す
る
平
成
21
年
３
月
31
日
現
在
の
収
支
状
況
は
、
歳

入
で
84
・
０
㌫
、
歳
出
で
76
・
６
㌫
と
な
っ
て
い
ま

す
。原

油
価
格
の
高
騰
、
ア
メ
リ
カ
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム

ロ
ー
ン
問
題
に
端
を
発
し
た
世
界
同
時
不
況
な
ど
の

影
響
に
よ
る
企
業
活
動
の
停
滞
や
雇
用
状
況
の
悪
化

が
起
こ
る
中
、
本
市
で
は
「
緊
急
経
済
対
策
本
部
」

を
設
置
し
、「
霧
島
市
緊
急
経
済
対
策
」
を
取
り
ま
と

め
、
中
小
企
業
経
営
安
定
や
再
就
職
支
援
な
ど
、
地

域
経
済
活
性
化
の
た
め
の
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
「
霧
島
市
行
政
改
革
大

綱
」
や
「
霧
島
市
経
営
健
全
化
計
画
」
な
ど
に
基
づ

く
取
り
組
み
を
推
進
し
、「
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能

な
健
全
財
政
」
を
維
持
す
る
た
め
、
引
き
続
き
財
政

健
全
化
に
努
め
ま
す
。

こ
の
公
表
を
通
じ
て
本
市
財
政
の
実
情
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
今
後
の
市
政
運
営
に
よ
り
一
層
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
財
政
課
☎（
64
）０
９
１
７

◎特別会計

※収入済額が支出済額に対して不足する額は、他会計からの繰替運用により措置しています。

◎財産の状況

財産の状況および市債の借入状況の一人当たり現在高は、
平成21年3月31日現在の住民基本台帳人口127,811人で除して算出したものです。

科　　　　目 予 算 現 額 収 入 済 額 収 入 率

市 民 税 64 億 6,680 万円 62 億 6,333 万円 96.9%

固 定 資 産 税 72 億 566 万円 71 億 3,069 万円 99.0%

軽 自 動 車 税 2 億 7,940 万円 2 億 8,289 万円 101.2%

市 た ば こ 税 7 億 3,140 万円 7 億 2,017 万円 98.5%

特別土地保有税    1 万円    0 万円 0.0%

入 湯 税 1 億 1,000 万円 1 億 2,146 万円 110.4%

都 市 計 画 税 6 億 3,440 万円 6 億 2,262 万円 98.1%

国民健康保険税 30 億 5,320 万円 24 億 9,391 万円 81.7%

合　　　　計 184億 8,087 万円 176 億 3,507 万円 95.4%

◎市税等の状況

◎一般会計
平成20年度の財政状況　（平成21年3月31日現在）

180

0

160

140

120

100

80

60

40

20

市税 その他使用料
及び手数料

県支出金繰越金国庫支出金市債地方交付税

歳　　　　入
区　　　分 予　算　現　額 収　入　済　額 予算構成比 収入率
市 税 154 億 2,767 万円 151 億 4,116 万円 27.5% 98.1%

地方交付税 135 億 5,665 万円 143 億 5,568 万円 24.1% 105.9%

市 債 58 億 2,060 万円   630 万円 10.4% 0.1%

国庫支出金 82 億 5,273 万円 51 億 5,587 万円 14.7% 62.5%

繰 越 金 23 億 9,644 万円 30 億 2,164 万円 4.3% 126.1%

県 支 出 金 28 億 3,801 万円 19 億 8,852 万円 5.0% 70.1%

使用料及び手数料 18 億 5,859 万円 17 億 9,883 万円 3.3% 96.8%

そ の 他 60 億 2,658 万円 57 億 2,697 万円 10.7% 95.0%

歳 入 合 計 561億 7,727 万円 471 億 9,497 万円 100.0% 84.0%

歳　　　　出
区 分 予算現額 支出済額 予算構成比 執行率
民 生 費 141 億 4,802 万円 127 億 4,957 万円 25.2% 90.1%

総 務 費 114 億 787 万円 57 億 9,912 万円 20.3% 50.8%

公 債 費 91 億 7,164 万円 91 億 6,165 万円 16.3% 99.9%

教 育 費 63 億 4,574 万円 51 億 1,182 万円 11.3% 80.6%

土 木 費 61 億 8,159 万円 35 億 6,844 万円 11.0% 57.7%

衛 生 費 33 億 173 万円 25 億 4,436 万円 5.9% 77.1%

農林水産業費 19 億 6,874 万円 12 億 8,211 万円 3.5% 65.1%

そ の 他 36 億 5,194 万円 28 億 2,439 万円 6.5% 77.3%
歳 出 合 計 561億 7,727 万円 430 億 4,146 万円 100.0% 76.6% 0

160

140

120

100

80

60

40

20

民生費 衛生費土木費教育費公債費総務費 その他農林水産業費

区　分 現　在　高 一人当たり現在高

土　地
(うち市有林)

3,510 ㌶
（1,914 ㌶）

275 ㎡
（150 ㎡）

建　物 888,095 ㎡ 7 ㎡

基　金

138 億 3,343 万円 108,233 円

内　
　
　

訳

財政調整基金
29 億 400 万円 22,721 円

減債基金
14 億 2,832 万円 11,175 円

特定建設事業基金
12 億 7,159 万円 9,949 円

その他基金
82 億 2,952 万円 64,388 円

有価証券 2 億 3,002 万円 1,800 円

会　計　名 予　算　現　額
歳　　　入 歳　　　出

収入済額 収入率 支出済額 執行率

国 民 健 康 保 険 141 億 880 万円 109 億 8,847 万円 77.9% 125 億 4,550 万円 88.9%

後 期 高 齢 者 医 療 11 億 5,498 万円 9 億 8,999 万円 85.7% 10 億 254 万円 86.8%

老 人 保 健 医 療 24 億 7,656 万円 17 億 3,737 万円 70.2% 14 億 5,236 万円 58.6%

介 護 保 険 80 億 547 万円 69 億 4,675 万円 86.8% 64 億 6,018 万円 80.7%

交通災害共済事業 3,197 万円 1,336 万円 41.8% 2,445 万円 76.5%

下 水 道 事 業 20 億 7,520 万円 5 億 3,320 万円 25.7% 17 億 9,005 万円 86.3%

温 泉 供 給 9,271 万円 9,064 万円 97.8% 4,693 万円 50.6%

◎企業会計

※資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、損益勘定留保資金・利益剰余金などで補てんしています。
※平成20年度から、会計上「簡易水道事業」は「水道事業」に統合されています。

会　計　名
収　　　益　　　的 資　　　本　　　的

収　　入 収入率 支　　出 執行率 収　　入 収入率 支　　出 執行率

水 道 事 業
予算額 21 億 1,018 万円

100.5%
18 億 9,217 万円

92.2%
8 億 373 万円

99.6%
21 億 9,569 万円

80.4%
執行額 21 億 2,017 万円 17 億 4,529 万円 8 億 79 万円 17 億 6,442 万円

工業用水道事業
予算額   724 万円

105.0%
  724 万円

60.6%
—

—
—

—
執行額   760 万円   439 万円 — —

病 院 事 業
予算額 35 億 7,201 万円

99.5%
35 億 1,671 万円

94.8%
—

—
1 億 8,232 万円

96.8%
執行額 35 億 5,442 万円 33 億 3,271 万円 — 1 億 7,652 万円

◎市債の借入状況 （公営企業を除く）

借　　入　　先 借入金現在高 一人当たり現在高

財 政 融 資 等 334 億 5,782 万円 261,776 円

郵貯・簡保資金 109 億 3,884 万円 85,586 円

公営企業金融公庫 96 億 3,631 万円 75,395 円

市 中 銀 行 69 億 1,027 万円 54,066 円

そ の 他 98 億 6,329 万円 77,171 円

合　　　計 708億 653 万円 553,994 円
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◀◀◀農業委員会からのお知らせinformation information5き り し ま / か わ ら 版 �
Zoom up Kirishima 

K O K U B U  K I R I S H I M A  M A K I Z O N O  Y O K O G A W A  H A Y A T O  M I Z O B E  F U K U Y A M A

４月23日、溝辺町麓の陵南地区と国道504号を結ぶ
全長300㍍。九州自動車道上には第一麓原橋が架かっ
ています。総事業費は約５億円。式典では通り初めや
薬
やく

丸
まる

野
の

刀
だち

自
じ

顕
げん

流
りゅう

の演武で完成を祝いました。

市道麓
ふもと

北
きた

通
どおり

線が開通

国分の市道向花清水線が４月16日、開通しました。
国分と霧島を結ぶ県道国分霧島線の渋滞解消が目的
で、全長557㍍、総事業費は10億4000万円となってい
ます。

市道向
む

花
け

清水線開通

鹿児島空港１階の総合案内所横に、観光PRのス
ペースが誕生しました。これを記念して４月17日、
テープカットとPR第１号として地元物産館「よこ
でーろ」の新鮮空市場、霧島観光PRが行われました。

鹿児島空港にPRコーナー

4月19日、隼人新港沖で「はやとピアカップヨット
レース」があり、市内外から13艇、約120人が参加。大
きな帆に風を受けたヨットは同港沖から永浜沖に設
置したブイを３周するコースで競いました。

風を受け鹿児島湾を楽しむ

Kirishima
topics 02

Kirishima
topics 04

Kirishima
topics 03

Kirishima
topics 05

岐阜県海津市の治水神社で薩摩義士をしのぶ春季
大祭が４月25日にあり、鈴かけ馬踊りの奉納や記念
植樹が行われました。奉納は、海津市との姉妹都市交
流のきっかけとなった青年団メンバーの「国分さつ
ま会」が交流40周年を祝って実現させたものです。馬
踊りでは三味線や鉦

かね

、太鼓の囃
はやし

子に合わせ、国分さつ
ま会や地元小学生の踊りの輪が広がりました。また、
国分・海津の両さつま会による松の記念植樹もあり、
今後のさらなる交流を誓いました。

薩摩義士しのぶ春季大祭Kirishima
topics 01

霧
島
市 

農
業
委
員
会

委
員
が
決
定

平
成
21
年
４
月
26
日
執
行
の
霧

島
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
は
、

４
月
19
日
に
７
選
挙
区
で
立
候
補

届
け
出
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
各
選
挙
区
と
も

定
数
と
同
数
の
届
け
出
で
あ
っ
た

た
め
、
無
投
票
と
な
り
ま
し
た
。

農
業
委
員
は
投
票
に
よ
る
公
選

委
員
30
人
と
、農
業
団
体
（
Ｊ
Ａ
・

共
済
・
土
地
改
良
区
）
か
ら
の
推

薦
３
人
、
学
識
経
験
者
と
し
て
市

議
会
か
ら
の
推
薦
４
人
（
議
員
２

人
と
一
般
２
人
）
の
７
人
で
、
合

わ
せ
て
37
人
、
任
期
は
３
年
で
す
。

農
業
委
員
の
業
務
は
農
業
生
産

の
基
盤
と
な
る
優
良
農
地
を
守
り
、

農
地
の
有
効
利
用
を
図
る
こ
と
と
、

所
有
権
移
転
や
転
用
許
可
な
ど
の

農
地
の
権
利
移
動
や
農
業
経
営
の

合
理
化
な
ど
農
業
振
興
を
図
る
役

割
が
あ
り
ま
す
。

明
日
の
農
業
を
考
え
る

東鶴　昭雄
横川地区

本村　忠一
横川地区

今吉　藤雄
溝辺地区

坂口　勝義
溝辺地区

宇都　正弘
国分地区

宗像アキヱ
溝辺地区

森田　勝美
溝辺地区

間世田　惠
牧園地区

宮園　　稔
牧園地区

稲垣　克己
隼人地区

今川　芳信
国分地区

飛松　　勝
国分地区

池田　博昭
国分地区

今吉　耕己
溝辺地区

杢田　正人
国分地区

藏園　和寛
溝辺地区

田尻　春孝
横川地区

元吉　則夫
横川地区

深町　四雄
霧島地区

田代　一友
霧島地区

木野田安男
霧島地区

長﨑惠里子
牧園地区

厚地　　覺
牧園地区

武田　　透
牧園地区

東福　健治
牧園地区

満重　秀信
隼人地区

大山　茂美
福山地区

八重尾直亮
福山地区

町田　廣志
隼人地区

西代　秀子
隼人地区

川畑　征治
福山地区

亀井　　昇
国分地区

蔵原　　勇
国分地区

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝

農
業
委
員
会
事
務

局
☎（
64
）０
９
２

９

会　
長

（
隼
人
地
区
）

中
村　

和
志

会
長
代
理

（
国
分
地
区
）

濵
田　

康
男

新
農
業
委
員
会
委
員

槐島　睦夫
福山地区

農
地
専
門
部
会
長

西溜　丸美
溝辺地区

振
興
専
門
部
会
長

（
任
期
３
年
）

（
敬
称
略
）
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広　
　
　

告

◀◀◀市からのお知らせinformation

広　
　
　

告

10
月
は
移
行
期
間
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
総
務
課
人
事

グ
ル
ー
プ
☎�（
64
）
０
９
１
５

市
民
健
康
講
座

「
食
育
に
つ
い
て
の
講
演
会
」

食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
こ
と
の

基
本
で
す
。｢

食
育｣

は
改
ま
っ

て
取
り
組
む
も
の
で
は
な
く
、
毎

日
の
食
卓
か
ら
自
然
に
学
び
身
に

つ
い
て
い
く
も
の
で
す
。
し
か
し
、

核
家
族
化
が
進
む
中
で
、
食
に
関

す
る
知
識
や
興
味
を
持
つ
こ
と
が

難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
機
会
に
家
庭
や
地
域
で

で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

◦�

期
日
＝
６
月
21
日
（
日
）

◦�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

●
内
容

①
展
示
「
我
が
家
の
お
弁
当
」

◦�

時
間
＝
午
後
１
時
～
２
時

②
講
演

◦�

テ
ー
マ
＝
「
今
、
子
ど
も
た
ち

に
食
べ
さ
せ
た
い
も
の
～
足
元

の
宝
、
ふ
る
さ
と
料
理
～
」

◦�

講
師
＝
中
山
美
鈴
氏
（
食
文
化

研
究
家
）

◦�

時
間
＝
午
後
２
時
～
３
時
30
分

●�

我
が
家
の
お
弁
当
を
展
示
し
て

み
ま
せ
ん
か

食
育
講
演
会
で
展
示
さ
れ
る
我

が
家
の
手
作
り
弁
当
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
子
ど
も
が
喜
ぶ
弁
当
、

お
手
軽
弁
当
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
弁
当
、
行
事
食
弁
当
な
ど

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
申
込
条
件

◦�

６
月
21
日（
日
）午
前
11
～
12
時

ま
で
に
弁
当
持
参
で
き
る
か
た

◦�

お
か
ず
１
品
は
霧
島
の
旬
の
食

材
を
使
っ
た
も
の（
カ
ボ
チ
ャ
・

ニ
ガ
ウ
リ
・
ピ
ー
マ
ン
・
オ
ク

ラ
・
キ
ュ
ウ
リ
・
ト
マ
ト
・
ナ

ス
・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
ブ
ド
ウ
・

タ
コ
・
ア
ユ
）

◦�

展
示
場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ

ン
タ
ー
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル
前

ロ
ビ
ー

◦�

申
込
方
法
＝
６
月
５
日
（
金
）

ま
で
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
健
康

増
進
課
☎
（
64
）
０
９
０
５

平
成
20
年
度
公
文
書
の

開
示
な
ど
の
状
況

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

21
年
３
月
31
日
ま
で
の
、
情
報
公

開
条
例
お
よ
び
個
人
情
報
保
護
条

例
に
基
づ
く
、
請
求
お
よ
び
処
理

塩
焼
き
、
魚
の
つ
か
み
ど
り

（
小
学
生
以
下
）、
活い

き
鮎
販
売
、

物
産
市
ほ
か

※�

活
き
鮎
販
売
、
塩
焼
き
用
の
鮎
、

鮎
め
し
は
な
く
な
り
次
第
終
了

し
ま
す
。

※�

魚
の
つ
か
み
ど
り
は
く
つ
を
は

く
こ
と
。

※�

駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
Ｊ
Ａ
姶
良
中
央
家
畜
市

場
よ
り
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行

し
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
林
務
水
産
課

水
産
グ
ル
ー
プ
☎
（
64
）
０
９

３
８

夏
季
期
間
中

職
員
は
ク
ー
ル
ビ
ズ

市
で
は
夏
季
期
間
中
、
地
球
温

暖
化
防
止
対
策
の
推
進
の
た
め
、

市
役
所
の
室
内
温
度
を
28
度
に
設

定
し
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を

抑
制
す
る
と
と
も
に
空
調
経
費
の

節
減
に
努
め
ま
す
。

そ
の
た
め
、
職
員
の
服
装
の
軽

装
化
（
ク
ー
ル
ビ
ズ
に
よ
る
ポ
ロ

シ
ャ
ツ
な
ど
の
着
用
）
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦�

期
間
＝
５
月
～
10
月
（
５
月
と

お
知
ら
せ

市
議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　
（
午
前
10
時
開
会
）

◦�

６
月
１
日
／
本
会
議
初
日

　
（
開
会
、議
案
上
程
、提
案
説
明
）

◦�

６
月
９
日
／
本
会
議

　
（
質
疑
、議
案
処
理
、一
般
質
問
）

◦�

６
月
10
日
～
12
日
／
本
会
議

　
（
一
般
質
問
）

◦�

６
月
26
日
／
本
会
議
最
終
日

　
（
委
員
長
報
告
、
採
決
、
閉
会
）

日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
本
会
議
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
中
継
放
映
し
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
で
も
録
画
放
送
さ
れ
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
議
会
事
務
局

☎
（
64
）
０
９
２
２

第
21
回
鮎
ま
つ
り

恒
例
の
塩
焼
き
コ
ー
ナ
ー
や
鮎

め
し
の
試
食
を
は
じ
め
、
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時
＝
６
月
７
日
（
日
）
午
前

11
時
～
午
後
３
時

◦�

場
所
＝
日
当
山
温
泉
公
園

◦�

内
容
＝
鮎
め
し
の
試
食
、
鮎
の

の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。平

成
20
年
度
は
異
議
申
し
立
て

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
総
務
課
文
書

法
制
グ
ル
ー
プ
☎
（
64
）
０
９

１
５

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

実
施
状
況
の
公
表

「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」
と
は

市
の
重
要
な
政
策
を
形
づ
く
る
過

程
で
、
そ
の
政
策
に
関
す
る
計
画

な
ど
の
案
の
趣
旨
、
内
容
、
そ
の

ほ
か
必
要
な
事
項
を
公
表
し
、
広

く
市
民
な
ど
か
ら
意
見
、
情
報
お

よ
び
専
門
的
な
知
識
を
求
め
、
こ

れ
に
対
し
て
提
出
さ
れ
た
意
見
な

ど
を
考
慮
し
て
意
思
決
定
を
行
う

手
続
き
を
い
い
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
広
報
広
聴
課

広
聴
グ
ル
ー
プ
☎
（
64
）
０
９

５
５

第
９
回

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー

霧
島
市
文
化
協
会
国
分
支
部
に

よ
る
歌
謡
や
踊
り
な
ど
の
芸
能
発

表
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時
＝
６
月
７
日
（
日
）
午
後

０
時
30
分
開
場
、
午
後
１
時
開

演
〈
入
場
無
料
・
全
席
自
由
〉

◦�

場
所
＝
霧
島
市
民
会
館

●
総
合
秀
作
展

加
盟
団
体
の
作
品
を
展
示
し
ま

す
の
で
、
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

◦�

期
間
＝
６
月
２
日
（
火
）
～
９

日
（
火
）

◦�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
１
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
文
化
振
興
課

☎
（
42
）
１
１
１
９

イ
ヌ
マ
キ
の
害
虫
に
注
意

イ
ヌ
マ
キ
の
葉
を
食
べ
て
木
を

枯
ら
し
て
し
ま
う
キ
オ
ビ
エ
ダ

シ
ャ
ク
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

４
月
か
ら
12
月
ま
で
の
間
に
、

卵
か
ら
幼
虫（
シ
ャ
ク
ト
リ
ム
シ
）、

成
虫
（
蛾が

）
の
サ
イ
ク
ル
を
４
回

程
度
繰
り
返
す
う
え
、
１
匹
の
メ

ス
が
３
０
０
個
以
上
産
卵
す
る
た

め
、
防
除
を
怠
る
と
被
害
は
ど
ん

ど
ん
拡
大
し
ま
す
。
見
か
け
た
ら

す
ぐ
に
防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

●
防
除
方
法

①�

幼
虫
の
数
が
少
な
い
場
合
は
木

を
揺
す
っ
て
落
ち
て
き
た
幼
虫

を
捕
殺
し
ま
す
。

②�

幼
虫
が
大
発
生
し
た
場
合
は
薬

剤
散
布
が
最
も
効
果
的
で
す
。

効
果
の
高
い
の
は
ト
レ
ボ
ン
乳

剤
、
ス
プ
ラ
サ
イ
ド
乳
剤
で
す
。

（
薬
剤
は
最
寄
り
の
農
薬
取
扱

店
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

※�

薬
剤
散
布
を
さ
れ
る
場
合
は
周

囲
に
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
林
務
水
産
課

林
務
グ
ル
ー
プ
☎
（
64
）
０
９

３
８

林
野
火
災
に
注
意

例
年
、
林
野
火
災
が
多
発
す
る

時
期
で
す
。
入
林
者
は
林
野
火
災

の
発
生
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

パブリックコメント実施状況（平成20年度分）

区　分 請求件数 処　理　状　況
開　示 不開示 部分開示 その他

市 　 　 長 20 12 － 8 －
消 防 局 長 0 － － － －
教 育 委 員 会 1 － － 1 －
選挙管理委員会 0 － － － －
監 査 委 員 0 － － － －
農 業 委 員 会 0 － － － －
固定資産評価
審 査 委 員 会 0 － － － －

公 平 委 員 会 0 － － － －
議 　 　 会 11 10 － 1 －
合　　計 32 22 0 10 0

案　　件　　名 意　見　募　集　期　間 担当部・課（現在の課名） 提出数 意見項
目数

回答項
目数

健康きりしま21（案） 平成20年12月15日〜21年1月16日 保健福祉部健康増進課 1 1 0
霧島市第５期高齢者福祉計画・
第４期介護保険事業計画（素案） 平成20年12月16日〜21年1月15日 保健福祉部

長寿・障害福祉課 0 0 0

霧島市国土利用計画（案） 平成20年12月26日〜21年1月19日 企画部企画政策課 2 6 0
（仮称）霧島中央公園基本構想（案） 平成21年 2月 2日〜3月 3日 建設部都市整備課 8 33 30
霧島市水道ビジョン（案） 平成21年 2月16日〜3月17日 水道部管理課 1 1 0
霧島市地域公共交通計画（案） 平成21年 2月17日〜3月18日 企画部企画政策課 1 3 3

（仮称）霧島市建築物耐震改修促進計画（案） 平成21年 2月25日〜3月26日 建設部建築指導課 1 1 1
回答項目数が意見項目数より少ないのは、重複する意見や計画案に直接関係しない意見があったためです。

5/28（木）
10:30~12:00
13:30~15:00
■開催場所
市民サービスセンター
コア・よか

《説明会のご案内》

※上記説明会日時で、ご都合のつかない場合はご相談に応じます。

成虫�の姿写真
（黒色にオレンジ色の模様）

広報きりしま  10広報きりしま  10広報きりしま  1011  Kirishima City Public Relations, 2009.5, Japan



広　
　
　

告

広　
　
　

告

◀◀◀市からのお知らせinformation

◦�

枯
れ
草
な
ど
が
あ
る
火
災
の
起

こ
り
や
す
い
場
所
で
は
た
き
火

を
し
な
い
。

◦�

た
き
火
な
ど
の
場
所
を
離
れ
る

と
き
は
完
全
に
消
火
す
る
。

◦�

強
風
時
・
乾
燥
時
に
は
た
き
火
、

火
入
れ
を
し
な
い
。

◦�

火
入
れ
の
際
は
必
ず
許
可
を
と

る
。

◦�

た
ば
こ
の
吸
殻
は
必
ず
消
し
、

投
げ
捨
て
な
い
。

◦�

火
遊
び
を
し
な
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
林
務
水
産
課

林
務
グ
ル
ー
プ
☎
（
64
）
０
９

３
８

Ｓ
Ｆ
商
法
に
気
を
つ
け
て

自
宅
に
来
た
販
売
員
に
「
近
所

で
無
料
の
品
物
を
配
る
」
と
勧
誘

さ
れ
、
行
く
と
熱
狂
的
な
雰
囲
気

で
「
欲
し
い
人
は
手
を
あ
げ
て
」

と
言
う
誘
い
で
、
次
々
に
粗
品
を

も
ら
っ
た
。
最
後
に
高
額
な
健
康

器
具
を
「
格
安
で
販
売
す
る
」
と

取
り
出
し
た
。
買
わ
ず
に
帰
ろ
う

と
す
る
と
、
別
な
商
品
を
勧
め
ら

れ
「
代
金
は
後
で
い
い
」
と
言
わ

れ
た
。
返
品
し
た
い
が
業
者
名
も

連
絡
先
も
聞
い
て
い
な
い
。

●
ア
ド
バ
イ
ス

こ
れ
は
Ｓ
Ｆ
商
法
と
言
い
、
法

定
の
契
約
書
面
を
受
け
取
っ
て
か

ら
８
日
間
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

（
無
条
件
解
約
）
が
で
き
ま
す
。

①�

粗
品
に
誘
わ
れ
て
安
易
に
行
か

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②�

周
り
の
雰
囲
気
に
の
ま
れ
ず
、

必
要
な
い
も
の
は
毅き

然ぜ
ん

と
し
た

態
度
で
断
り
ま
し
ょ
う
。

③�

業
者
名
や
連
絡
先
は
必
ず
聞
く

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎��
問
い
合
わ
せ
先
＝
商
工
観
光
政

策
課
商
工
労
政
グ
ル
ー
プ
☎

（
64
）
０
９
６
４

Ｈ
Ｉ
Ｖ（
エ
イ
ズ
）検
査

普
及
週
間

県
で
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
の
浸
透
・

普
及
を
図
る
目
的
で
、
利
用
者
の

利
便
性
や
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
配
慮

し
た
検
査
・
相
談
体
制
の
整
備
を

促
進
す
る
た
め
に
、
６
月
１
日

（
月
）
～
７
日
（
日
）
を
「
Ｈ
Ｉ

Ｖ
検
査
普
及
週
間
」
と
し
て
い
ま

す
。
そ
の
一
環
と
し
て
Ｈ
Ｉ
Ｖ
平

日
夜
間
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

◦�

日
時
＝
６
月
４
日
（
木
）
午
後

５
時
～
７
時

◦�

実
施
場
所
＝
姶
良
保
健
所
（
医

師
会
医
療
セ
ン
タ
ー
と
な
り
）

◦�

検
査
料
＝
無
料

◦�

予
約
方
法
＝
当
日
午
後
５
時
ま

で
に
電
話
に
て
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。

※�

匿
名
検
査
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保

護
の
た
め
個
室
対
応
で
す
。

◎�

予
約・問
い
合
わ
せ
先
＝
姶
良
・

伊
佐
地
域
振
興
局
保
健
福
祉
環

境
部
☎
（
44
）
７
９
５
６

募
集

臨
時
職
員
の
募
集

緊
急
経
済
対
策
と
し
て
、
市
の

臨
時
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◦�

職
種
＝
市
内
の
環
境
美
化
な
ど

の
労
務
作
業
、
事
務
補
佐

◦�

対
象
者
＝
市
内
在
住
者
で
、
お

お
む
ね
平
成
20
年
10
月
以
降
に

雇
い
主
の
都
合
に
よ
り
失
業

（
解
雇
、
派
遣
契
約
の
打
切
り

な
ど
）
さ
れ
た
か
た

◦�
募
集
人
員
＝
の
べ
41
人
程
度

◦�

雇
用
期
間
＝
原
則
と
し
て
一
人

１
か
月
間

◦�

募
集
期
間
＝
随
時
応
募
を
受
け

付
け
ま
す
。
た
だ
し
、
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

◦�

必
要
な
書
類
＝
失
業
の
事
実
が

証
明
で
き
る
も
の
（
離
職
票
な

ど
）、
履
歴
書

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
総
務
課
人
事

グ
ル
ー
プ
☎
（
64
）
０
９
１
５

女
性
に
関
す
る
人
権
問
題

相
談
対
応
研
修（
基
礎
編
）

受
講
生
募
集

近
年
社
会
問
題
化
し
て
い
る
女

性
を
取
り
巻
く
人
権
問
題
（
Ｄ
Ｖ
、

セ
ク
ハ
ラ
な
ど
）
の
防
止
と
救
済

に
向
け
た
適
切
な
対
応
を
図
る
た

め
に
、
市
内
在
住
の
各
種
相
談
員

を
対
象
に
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

◦�

日
時
＝
６
月
13
日
（
土
）
午
前

９
時
30
分
～
11
時
30
分

◦�

場
所
＝
働
く
婦
人
の
家

◦�

定
員
＝
30
人
（
先
着
順
）

◦�

受
講
料
＝
無
料

◦�

申
込
期
限
＝
６
月
11
日
（
木
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
企
画

政
策
課
男
女
共
同
参
画
推
進
グ

ル
ー
プ
☎
（
64
）
０
９
１
４

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
募
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は

お
互
い
に
学
び
合
い
、
さ
ま
ざ
ま

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た

の
経
験
、
技
術
、
時
間
を
い
か
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
高
校
生
以
上
の

個
人
、
団
体
（
学
校
、
サ
ー
ク
ル
、

会
社
）
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※�

登
録
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※�

セ
ン
タ
ー
は
、
４
月
か
ら
隼
人

庁
舎（
２
階
）へ
移
転
し
ま
し
た
。

◎�

登
録
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
生

涯
学
習
課
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
☎
（
42
）
１
１
１
８
、

℻
（
43
）
５
３
８
０
、
メ
ー
ル

gakusyu@
city-kirishim

a.jp

き
り
し
ま
女
性
講
座

生
涯
学
習
を
通
じ
て
、
潤
い
の

あ
る
心
豊
か
な
生
活
を
実
現
す
る

た
め
女
性
講
座
を
開
設
し
ま
す
。

◦�

対
象
者
＝
市
内
に
在
住
ま
た
は

勤
務
す
る
成
人
女
性

◦�

定
員
＝
70
人
（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

◦�

期
間
＝
６
月
～
12
月（
年
７
回
）

毎
月
土
曜
日
（
不
定
期
）

◦�

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
11
時

◦�

場
所
＝
国
分
公
民
館
３
階
大
会

議
室
（
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
）
ほ
か

◦�

受
講
料
＝
１
０
０
０
円

◦�

保
険
料
＝
一
人
５
０
０
円
（
希

望
者
の
み
）

◦�

申
込
方
法
＝
６
月
10
日
（
水
）

ま
で
に
往
復
は
が
き
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。（
必
着
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
生
涯

学
習
課
☎
（
42
）
１
１
１
８

第
２
回

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

フ
ー
ド
ふ
れ
あ
い

ア
メ
リ
カ
・
中
国
の
簡
単
な
家

庭
料
理
を
作
り
食
べ
な
が
ら
、
国

際
交
流
員
と
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

◦�

日
時
＝
６
月
13
日
（
土
）
午
前

10
時
～
午
後
１
時

◦�

場
所
＝
国
分
公
民
館
調
理
室

（
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
）

◦�

定
員
＝
24
人
（
先
着
順
）

◦�

参
加
費
＝
４
０
０
円
程
度

◦�

申
込
期
限
＝
６
月
５
日
（
金
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
企
画

政
策
課
国
際
交
流
グ
ル
ー
プ
☎

（
64
）
０
９
１
４

国
分
地
区

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

国
分
地
区
体
育
指
導
委
員
主
管

の
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で
す
。

◦�

日
時
＝
６
月
21
日
（
日
）
午
前

９
時
か
ら

◦�

場
所
＝
国
分
体
育
館

◦�

参
加
料
＝
一
人
３
０
０
円

※�

チ
ー
ム
は
女
性
３
人
を
含
む
６

人
以
上
12
人
未
満
で
編
成
す
る
。

◦�

申
込
期
限
＝
６
月
10
日
（
水
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
保
健

体
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
グ
ル
ー

プ
☎
（
42
）
１
１
１
７

パ
ソ
コ
ン
講
座

１�

０
１
／
パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
座�

（
入
門
コ
ー
ス
）

　

６
月
16
日
（
火
）
～
17
日
（
水
）

１�

０
２
／
パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
座

（
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
）

　

６
月
18
日
（
木
）
～
19
日
（
金
）

３�

０
１
／
ワ
ー
ド
２
０
０
７
講
座

（
入
門
コ
ー
ス
）

　

６
月
23
日
（
火
）
～
24
日
（
水
）

３�

０
２
／
ワ
ー
ド
２
０
０
７
講
座

（
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
）

　

６
月
25
日
（
木
）
～
26
日
（
金
）

◦�

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後

３
時
30
分

◦�

会
場
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

◦�

受
講
料
＝
１
０
０
０
円

◦�

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
に
講

座
名
、
講
座
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

申
込
締
切
＝
１
０
１
・
１
０
２

／
６
月
４
日
（
木
）、
３
０
１
・

３
０
２
／
６
月
11
日
（
木
）

◦�

受
講
決
定
＝
は
が
き
で
通
知

（
定
員
超
過
の
場
合
は
抽
選
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
メ

国分生協病院隣

霧島市民薬局
☎0995（45）4338

私たちの薬局は
えしゃく運動を励行しています。

え：笑顔で
し：親切に
や：優しく
く：詳しく

薬に関する質問は薬剤師にご相談ください。
渡辺眼科クリニック近く

霧島市民薬局中央
☎0995（47）1855

こどもクリニック山﨑前

帖佐調剤薬局
☎0995（65）8024

★薬剤師募集中。詳しくは霧島市民薬局までお問い合わせください。

80120―66―5001
所在地／�鹿児島県霧島市隼人町朝日１番地

（霧島霊園内）

桜島を望む、もうひとつの故郷。

墓石・建築石材の設計・施工販売
墓石建立指定業者
ロックアート三典株式会社

全区画バリアフリー

回 月日 曜日 学　習　課　題 講　師　な　ど

１ 6/27 土 エコでおしゃれな風呂敷ラッピング！
風呂敷活用術

岩下 淳子
（着物スタイリスト）

２ 7/25 土 家庭でできる応急処置法 霧島市消防局

３ 8/22 土 くらしのご用心
悪質商法の防ぎ方

辻 由紀子
（市商工観光政策課消費生活専門相談員）

４ 9/19 土 色でココロを軽くする女性講座
色からわかる今の自分

中之薗 恵美子
（イルドクルール専属カラリスト）

５ 10/17 土 クマソと隼人
隼人塚史跡館見学、隼人塚実地研修 市文化財専門指導員

６ 11/ 7 土 もっとしりたい保険のしくみ 瀬尾 由美子
（ファイナンシャルプランナー）

７ 12/12 土 歴史と共に振りかえる鹿児島茶の魅力と多様性
ティータイムが楽しくなる！鹿児島茶の秘密

木下 朋美
（鹿児島県立短期大学生活科学科助教）

〒899-5192

霧
島
市
隼
人
町
内
山
田

　
　
　
　
　
　

一
丁
目
11
ー
11

霧
島
市
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課

き
り
し
ま
女
性
講
座
係

この面には何も
書かないでください

往
信
面

〈記入方法〉

行

〒899-□□□□

ご
自
分
の
住
所

ご
自
分
の
氏
名

返
信
面

〈記入項目〉
①きりしま
　女性講座

②氏　　名
③年　　齢
④住　　所
⑤電話番号

〈ふ り が な〉
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◀◀◀市からのお知らせinformation

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
☎
（
64
）
０

９
１
９
、
〒
８
９
９
︲
４
３
９

４
国
分
中
央
三
丁
目
45
︲
１

サ
ン
・
あ
も
り
自
主
講
座

●
わ
く
わ
く
親
子
体
操

◦�

日
時
＝
６
月
11
日
（
木
）・
25

日
（
木
）
午
後
２
時
30
分
～
３

時
30
分

◦�

対
象
者
＝
歩
け
る
程
度
か
ら
未

就
学
児
を
も
つ
親
子

◦�

定
員
＝
20
組

●
ち
び
っ
子
体
操

◦�

日
時
＝
６
月
11
日
（
木
）・
25

日
（
木
）
午
後
３
時
45
分
～
４

時
45
分

◦�

対
象
者
＝
４
歳
以
上
～
未
就
学

児
◦�

定
員
＝
30
人

◦�

受
講
料
＝
無
料

◦�

申
込
方
法
＝
直
接
窓
口
に
来
て

い
た
だ
く
か
、
電
話
に
て
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
サ
ン

･

あ
も
り
☎
（
43
）
３
３
７
３

い
き
い
き
国
分
交
流
セ
ン
タ
ー

健
康
づ
く
り
講
座

●
楽
し
い
リ
ズ
ム
体
操

◦�

期
間
＝
７
月
１
日
～
９
月
９
日

（
毎
週
水
曜
・
10
回
）
午
後
２

時
30
分
～
３
時
30
分

◦�

定
員
＝
15
人
（
成
人
男
女
）

◦�

受
講
料
＝
１
５
０
０
円

●
か
ん
た
ん
水
中
体
操

◦�

期
間
＝
７
月
３
日
～
９
月
11
日

（
毎
週
金
曜
・
10
回
）
午
後
１

時
～
２
時

◦�

定
員
＝
12
人
（
成
人
男
女
）

◦�

受
講
料
＝
１
５
０
０
円

◦�

受
付
日
＝
い
ず
れ
も
６
月
９
日

（
火
）
か
ら

◎�
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
い
き

い
き
国
分
交
流
セ
ン
タ
ー
☎

（
46
）
５
５
２
２

音
声
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
受
講
者
募
集

視
覚
障
が
い
者
に
情
報
発
信
を

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心

の
あ
る
か
た
を
募
集
し
ま
す
。

◦�

日
時
＝
６
月
25
日
（
木
）
午
前

９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

◦�

場
所
＝
国
分
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー

◦�

定
員
＝
30
人
程
度

◦�

講
師
＝
県
視
聴
覚
障
害
者
情
報

セ
ン
タ
ー
か
ら
派
遣

◦�

申
込
期
限
＝
６
月
22
日
（
月
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
社
会

福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
☎
（
45
）
１
５
５
７

相
談

行
政
相
談
委
員
に

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

行
政
相
談
委
員
は
総
務
大
臣
か

ら
委
嘱
を
受
け
、
国
の
役
所
な
ど

に
対
す
る
苦
情
、
要
望
、
相
談
ご

と
を
お
聴
き
し
て
、
そ
の
解
決
や

実
現
を
図
る
皆
さ
ん
の
身
近
な
相

談
窓
口
で
す
。

次
の
か
た
が
行
政
相
談
委
員
と

し
て
、
電
話
で
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

定
例
行
政
相
談
を
開
設
し
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時
＝
６
月
10
日
（
水
）
午
前

９
時
～
12
時

◦�

場
所
＝
牧
園
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー

◦�

連
絡
先
＝
牧
園
総
合
支
所
地
域

振
興
課
☎
（
76
）
１
１
１
１

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
広
報
広
聴
課

広
聴
グ
ル
ー
プ
☎
（
64
）
０
９

５
５

人
権
擁
護
委
員
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

戦
後
、
国
民
の
基
本
的
人
権
の

尊
重
を
基
調
と
し
た
日
本
国
憲
法

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
23
年
に
政
令
に
基
づ
い
て

人
権
擁
護
委
員
制
度
が
設
け
ら
れ
、

昭
和
24
年
６
月
１
日
に
人
権
擁
護

委
員
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
は
、
法
の
施
行
日
で
あ
る
６

月
１
日
を「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

と
定
め
、
全
国
一
斉
に
特
設
人
権

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

●
全
国
一
斉
特
設
人
権
相
談

◦�

日
時
＝
６
月
１
日
（
月
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時

◦�

場
所
＝
国
分
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
溝
辺
総
合
支
所
、
横
川

健
康
温
泉
セ
ン
タ
ー
、
牧
園
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
霧
島
総
合

支
所
、
隼
人
庁
舎
、
福
山
公
民

館
（
牧
之
原
）

●�

人
権
擁
護
委
員
＝
【
国
分
】
岩

下
彰
・
川
畑
和
子
・
漆
木
ミ
ヱ
・

山
下
佐
和
子
【
溝
辺
】
剥
岩
裕
・

野
元
耕
一
【
牧
園
】
古
川
正
利
、

【
横
川
】
山
下
弘
文
【
隼
人
】

稲
垣
克
己
・
下
玉
利
守
・
星
原

恭
子
・
居
細
工
學
【
霧
島
】
中

神
実
・
造
免
和
子
【
福
山
】
久

木
田
き
く
み

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
鹿
児
島
地
方

法
務
局
霧
島
支
局
☎
（
45
）
０

０
６
４

女
性
の
た
め
の
無
料
相
談

悩
み
や
問
題
を
女
性
の
相
談
員

が
あ
な
た
と
と
も
に
考
え
、
問
題

解
決
へ
向
か
う
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

◦�

期
日
・
時
間
・
場
所

・�

６
月
13
日
（
土
）
午
後
０
時
30

分
～
５
時
／
霧
島
市
働
く
婦
人

の
家
／
要
予
約

・�

６
月
23
日
（
火
）
午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分
／
隼
人
庁
舎
／

予
約
不
要
／
電
話
相
談
可

◦�

対
象
＝
市
内
在
住
ま
た
は
市
内

事
業
所
へ
勤
務
す
る
女
性

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
企
画
政
策
課

男
女
共
同
参
画
推
進
グ
ル
ー
プ

☎
（
64
）
０
９
１
４

出
前
講
座
は
市
職
員

な
ど
が
地
域
に
出
向
き
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
市
政

へ
の
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
の
講
座
で

す
。
地
域
、
グ
ル
ー
プ
・

団
体
な
ど
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

◦�

対
象
＝
市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
10
人
以
上

の
グ
ル
ー
プ
・
団
体

◦�

日
時
＝
平
日
・
休
日
を
問
わ
ず
、

午
前
９
時
～
午
後
９
時
ま
で
の

間
で
２
時
間
以
内
（
12
月
29
日

～
１
月
３
日
を
除
く
）

◦�

場
所
＝
市
内
に
限
る
。

◦�

講
師
料
＝
無
料

◦�

申
込
方
法
＝
講
座
を
開
催
し
よ

う
と
す
る
日
の
14
日
前
ま
で
に

所
定
の
用
紙
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
本
庁
国
分
庁
舎
総
合

案
内
、
広
報
広
聴
課
、
生
涯
学

習
課
、
隼
人
地
域
振
興
課
、
各

総
合
支
所
地
域
振
興
課
な
ど
に

「
出
前
講
座
メ
ニ
ュ
ー
一
覧
」

と
申
込
用
紙
が
あ
り
ま
す
。

※�

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
広

報
広
聴
課
広
聴
グ
ル
ー
プ
☎

（
64
）
０
９
５
５

№ 講　　座　　名 講　　座　　内　　容

1 情報公開制度・
個人情報講座 情報公開条例および個人情報条例の利用方法

2 交通安全教室
交通安全の講話・映画、横断歩道の正しい渡り方、
自転車の正しい乗り方、衝撃実験

3 防災講座
防災情報のいかし方、災害時の避難場所、
自主防災組織のあり方など

4 市の家計簿
市の財政状況、財政健全化計画、
バランスシートなど

5 市税講座
市民税、固定資産税、国民健康保険税などの
課税・納付について

6 これからの総合計画講座 これからの霧島市まちづくり計画

7 国際交流講座 中国・アメリカの文化について

8
男女共同参画入門講座
〜みんな違って

みんないい〜

仕事、家庭、地域生活など、多様な活動を自らの希望
に沿った形で展開でき、男女がともに夢や希望を実現
できる男女共同参画社会の基礎的な内容

9 見過ごさないぞ！
ＤＶ講座

ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）の実態と被
害にあった時や被害を見聞きした時の対応

10 ストップ！セクハラ講座

セクシュアル・ハラスメントに該当するかどうか
は、基本的には言動の受け手の感じ方です。
加害者にならないための基礎的な心構え

11 おじゃんせ霧島移住者大応援（定住移住）講座 移住者の受け入れについて

12 環霧島会議講座
霧島連山を取り巻く鹿児島、宮崎両県の
５市２町でつくる環霧島会議について

13 ジオパーク講座 ジオパークの取り組みについて

14 行政改革講座 行政改革の取り組みについて

15 指定管理者制度講座 指定管理者制度の現状と今後の取り組みについて

16 ＮＰＯ等市民団体活動支援講座 ＮＰＯなど市民活動促進の取り組みについて

17 地域まちづくり支援事業講座 地区自治公民館が策定する「地域まちづくり計画」

18 霧島市の地域情報化講座（地デジ対策を含む）
霧島市の地域情報化計画について
（2011年地上デジタル対策を含む）

19 インターネットを始めよう！

インターネットとは何か、始めるにはどうしたら
よいかなど、高齢者などの全くインターネットに
触れたことのない方に対し、その便利さ、楽しさ
を分かり易く説明

20 統計講座 統計から見た市民生活など

21 廃棄物講座 一般廃棄物および産業廃棄物の種類、適正処理など

22 ごみの分別収集・リサイクル講座
ごみの出し方・分け方について、廃棄物・リサイク
ル関連法について、ごみ問題Q＆Aなど

23 生活排水対策講座 生活排水の対策について

24 ストップ！地球温暖化講座 家庭や学校で取り組める地球温暖化について

25 霧島市環境基本計画講座
霧島市環境基本計画の市や市民、事業所の取り組
み目標について

26 国民健康保険、後期高齢者医療、国民年金講座
国民健康保険証の手続き、後期高齢者医療制度、
年金納付・支給手続き・加入期間確認などについて

№ 講　　座　　名 講　　座　　内　　容

27 子育て講座 子育て支援に対する取り組みについて

28 高齢障害福祉・介護保険講座
高齢障害福祉・介護保険関係援護制度の内容
および申請の仕方、相談方法など

29 認知症講座
認知症とは何、家族の誰かがまたは近所の方が
認知症になったら

30 老人ホーム・グループホームって何講座
老人ホーム、グループホームとは何、
入るための手続きなど

31 うつ対策講座
うつとは何、身近な人がうつになったら、
相談窓口など

32 介護予防講座 介護予防・レクリエーション
33 いきいき健康講座 バランスのとれた食事・食育の推進
34 歯科保健講座 歯磨き指導、フッ素化物洗口指導
35 観光基本計画講座 これからの観光について
36 森林セラピー講座 森林セラピーの取り組みについて
37 市内観光講座 知っておきたい見どころ、遊びどころ
38 登山講座 山の登り方、楽しみ方

39 悪質商法に対する対処法講座 悪質商法に対する対処法、ビデオ上映

40 農林業講座 これからの農林業について

41 食育と地産地消講座 これからの食育と地産地消について

42 道路整備講座 市内の道路整備について

43 安心・安全な住まいづくり講座 住まいづくりの基礎知識を学びましょう

44 都市計画講座 都市計画の制度について

45 公園整備講座 市内の公園整備について

46 下水道講座 下水道について

47 土地区画整理事業講座 土地区画整理事業について

48 議会の仕組み講座
議会の傍聴方法、請願などの提出方法、定例会、
臨時会の開催について

49 なくそう、いじめ講座 学校のいじめ解決の相談窓口紹介、対策について

50 小中学生の発達と心の教育講座 小中学生の発達と心の教育

51 ニュースポーツ体験講座
屋内外で楽しめるペタンク、ピロポロ、
キンボールなどニュースポーツを体験

52 ボランティア講座 ボランティアの楽しみ方、ボランティア登録・紹介など

53 人権教育講座
部落差別をはじめとするあらゆる差別を
なくすための学習について

54 きりしまの社会教育講座
生涯学習の意義をはじめ生涯学習課で実施してい
る事業の紹介を通じ、その果たすべき役割を説明

55 歴史文化講座 歴史文化に関する講座
56 夜空観測講座 夜空観測会

57 自然・地形講座
霧島連山から見た鹿児島湾の自然と地形について
（霧島連山の成り立ち／ジオパーク関連）

58 水道のしくみ講座 水道のしくみ

59 応急手当講座（ＡＥＤなど） ＡＥＤの取り扱いや応急手当の習得

60 防火講座 恐ろしい火事の原因や、もし火事になったら

各出前講座名と講座内容

霧島市出前講座
からのお知らせ

地区 氏　名 住　所（大字） 電　話

国分
枦山　光子 国分中央一丁目 45-8539

松元　政和 国分中央一丁目 45-8318

溝辺 村田　　睦 溝辺町有川 59-3645

横川 本村　豊隆 横川町上ノ 73-2741

牧園 山口　健一 牧園町宿窪田 76-0456

霧島 宮田　昌男 霧島田口 57-1048

隼人 勝間　　昭 隼人町姫城一丁目 43-4008

福山 有村　初夫 福山町福山 56-2537
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図書館だより▶▶▶

Kirishima Municipal Media Center

間
休
館
し
ま
す
。

◦�

期
間
＝
６
月
15
日
（
月
）
～
24

日
（
水
）

※�

休
館
期
間
中
に
図
書
の
返
却
を

さ
れ
る
か
た
は
、
図
書
館
入
口

お
よ
び
歩
道
沿
い
に
返
却
ポ
ス

ト
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
国
分
図
書
館

国
分
図
書
館

●
り
ん
ご
の
木
お
は
な
し
会

「
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
の
た
め

の
お
は
な
し
の
部
屋
」

◦�

日
時
＝
６
月
１
日
（
月
）
午
前

10
時
30
分
～
11
時

「
幼
児
と
小
学
生
の
た
め
の
お
は

な
し
の
部
屋
」

●�

語
り
の
部
屋
（
お
は
な
し
ひ
だ

ま
り
の
会
）

◦�
日
時
＝
６
月
14
日
（
日
）
午
前

11
時
～
11
時
40
分
（
幼
児
年
長

か
ら
大
人
ま
で
）

●
子
ど
も
映
画
教
室

◦�

日
時
＝
６
月
28
日
（
日
）
午
前

10
時
～
11
時
30
分

◦�

作
品
＝
シ
ー
ト
ン
動
物
記
、
ト

ム
ソ
ー
ヤ
の
冒
険

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
隼
人
図
書
館

☎
（
43
）
７
５
７
４

各
種
映
画
会
開
催
の
案
内

な
つ
か
し
の
映
画
を
観
る
会

◦�

時
間
＝
毎
週
木
曜
日
、
午
後
１

時
30
分
か
ら（
開
場
午
後
１
時
）

◦�

場
所
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
鑑

賞
室
（
無
料
）
予
約
不
要

【
６
月
は
オ
ー
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
プ

バ
ー
ン
特
集
】

◦�

４
日
＝
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
で
朝
食

を
（
１
１
４
分
）

◦�

11
日
＝
マ
イ
・
フ
ェ
ア
・
レ
デ
ィ

（
１
７
３
分
）

◦�

18
日
＝
パ
リ
の
恋
人
（
１
０
３

分
）

◦�

25
日
＝
オ
ー
ル
ウ
ェ
イ
ズ
（
１

２
３
分
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
☎
（
64
）
０
９
１
９

◦�

日
時
＝
６
月
６
日
（
土
）
午
前

10
時
30
分
～
11
時
10
分

◦�

場
所
＝
お
は
な
し
の
部
屋

●
ほ
る
と
の
森
お
は
な
し
会

◦��

日
時
＝
６
月
13
・
27
日
（
土
）

午
後
２
時
～
２
時
30
分

◦�

場
所
＝
お
は
な
し
の
部
屋

●
国
分
図
書
館
休
館
案
内

　

特
別
整
理
期
間
の
た
め
次
の
期

☎
（
64
）
０
９
１
８　

隼
人
図
書
館

●
語
り
手
講
座

◦�

日
時
＝
６
月
12
日
、
９
月
11
日
、

11
月
13
日
、
３
月
12
日
／
午
前

10
時
～
12
時　

◦�

講
師
＝
有
馬
英
子
先
生

◦�

対
象
＝
一
般
（
参
加
自
由
）

◎しろやま号（移動図書館日程表）

※上記の巡回日程は、都合により変更することがありますので、ご了承ください。
◎問い合わせ先：国分図書館　☎ 64－0918（直通）

６月
駐　　　車　　　場　　　と　　　時　　　間

日曜 9：50～10：10 10：15～10：35 10：40～11：00 11：05～11：25 14：20～14：40 14：45～15：05 15：10～15：30 15：35～16：00

2 火 自衛隊福島官舎 広瀬特貸宿舎10:20～10:40
ニュー福島団地
10:50 ～ 11:10

国分南ニュータウン
11:15 ～ 11:35

ロイヤルシティ
新町

奈良田団地
14:50 ～ 15:10

郡田ゆうゆうタウン
15:25 ～ 15:45

宮ノ前ニュータウン
15:50 ～ 16:10

3 水 検校橋団地 下井公民館前 西山下団地 大野原団地
11:10 ～ 11:30 四方田団地 宮下団地 夕日ヶ丘団地

（国分） 名波ハイタウン

4 木 鹿児島銀行国分マンション
サンコーポラス
国分重久 新清水団地 片平・三郷 グリーンヒル

郡田
つつじヶ丘
ニュータウン

天神台団地
15:15 ～ 15:30 重久団地

5 金 清水橋（姫城消
防詰所近く）

夢ヶ丘ニュータウン
10:20 ～ 10:40

サンヒルズ重久
10:45 ～ 11:05 敷根消防詰所横 川内団地

14:50 ～ 15:10
上井団地

15:15 ～ 15:30
城山団地

15:45 ～ 16:05

9 火 福島尾籠商店前 松木公民館 野口西高城
10:50 ～ 11:10 国分南小学校　　（13：10 ～ 14：00）

10 水 敷根新馬場 広瀬後町通 青葉小学校　　　（13：10 ～ 14：00）

11 木 川原小学校　　　（10：45 ～ 11：00） 国分小学校　　　（13：10 ～ 14：00）

12 金 木原小・中小学校　（10：10 ～ 11：00） 国分西小学校　　（13：10 ～ 14：00）

22 月 平山小学校　　　（10：30 ～ 11：00） 上小川小学校　　（13：10 ～ 14：00）

23 火 塚脇小学校　　　（10：20 ～ 11：00） 国分北小学校　　（13：10 ～ 14：00）

24 水 持松小学校　　　（10：20 ～ 11：00） 霧島小学校　　　（13：10 ～ 14：00）

25 木 大塚団地
9：50 ～ 10：20

須戸川団地
10：50 ～ 11：10

福山小学校
（13：10 ～ 14：00）

大廻地区公民館
（14：20 ～ 14：40）

26 金 永水小学校　　　（13：10 ～ 14：00）

30 火 配本（国分保育園･あけぼの理容･愛の園幼稚園･国分小学校･清水保育
園･あおば幼稚園･アメニティ国分･重久保育園･舞鶴園･新光保育園） 向花小学校　　　（13：10 ～ 14：00）

現
在
メ
キ
シ
コ
、
ア
メ
リ
カ
な

ど
世
界
中
の
多
く
の
国
や
地
域
で

発
生
し
て
い
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
は
、
日
本
へ
の
入
国
検
疫
で

感
染
者
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
、
海
外
で
の
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
が
報
道
さ
れ

た
直
後
か
ら
情
報
収
集
な
ど
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

◀◀◀市からのお知らせ

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

発
熱
相
談
セ
ン
タ
ー
を

設
置姶

良
保
健
所
で
は
、
発
熱
相

談
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
相

談
（
電
話
相
談
）
に
対
応
し
ま

す
。
メ
キ
シ
コ
を
は
じ
め
、
ア

メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
な
ど
外
国
か
ら
の
帰
国
後
10

日
以
内
に
、
発
熱
や
呼
吸
器
症

状
（
せ
き
、
鼻
水
、
の
ど
の
痛

み
な
ど
）
が
み
ら
れ
る
か
た
を

は
じ
め
、
心
配
な
か
た
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
姶
良
保
健

所
発
熱
相
談
セ
ン
タ
ー
☎

（
44
）
７
８
０
０
（
代
表
）

問
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

は
？

　

通
常
の
ヒ
ト
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
（
Ｈ
１
Ｎ
１
）
は
Ａ
ソ
連
型

と
呼
ば
れ
、
流
行
を
繰
り
返
し

て
い
ま
す
が
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
と
は
株
（
種
類
）
が
異

な
り
ま
す
。

　

人
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
免
疫
を

持
っ
て
お
ら
ず
、
今
後
大
き
な

流
行
に
発
展
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

問
感
染
し
た
ら
ど
ん
な
症
状

が
出
る
の
？

　

38
度
以
上
の
発
熱
、
倦け

ん

怠た
い

感
、

食
欲
不
振
、
せ
き
な
ど
の
通
常

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
症
状
が
み

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
鼻
水
、
の

ど
の
痛
み
、
は
き
け
、
嘔お

う

吐と

や

下
痢
な
ど
の
症
状
を
訴
え
る
患

者
も
い
ま
す
。

問
疑
わ
し
い
症
状
が
で
た
ら
、

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

　

ま
ず
、
姶
良
保
健
所
（
☎
44

︲
７
８
０
０
〕
に
電
話
し
て
、

指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
鹿
児
島
県
内
で
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た
ら
？

●�

学
校
、
保
育
施
設
な
ど
の
臨

時
休
業

●�

公
共
交
通
機
関
の
利
用
自
粛

●�

集
会
、
催
し
物
、
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
活
動
の
自
粛

●�
健
診
、
予
防
接
種
な
ど
不
特

定
多
数
の
者
が
集
ま
る
事
業

の
延
期

　

な
ど
の
処
置
が
取
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

★
必
ず
守
る
こ
と

　

発
生
後
は
、
不
用
意
な
外
出
は

避
け
ま
し
ょ
う
。

●�

密
閉
し
た
電
車
や
バ
ス
な
ど

４
月
28
日
に
姶
良
保
健
所
、
姶

良
郡
医
師
会
、
霧
島
警
察
署
、
陸

上
自
衛
隊
国
分
駐
屯
地
、
市
議
会
、

市
の
部
長
な
ど
関
係
機
関
団
体
な

ど
か
ら
構
成
す
る
霧
島
市
感
染
症

予
防
対
策
会
議
（
会
長
＝
前
田
終

止
市
長
）
を
開
催
。
４
月
30
日
に

は
市
長
を
本
部
長
と
す
る
「
霧
島

市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本

の
利
用
は
極
力
控
え
、
自
家

用
車
な
ど
を
使
う
。

●�

せ
き
を
し
て
い
る
人
の
そ
ば

に
は
近
寄
ら
な
い
。

●�

必
ず
マ
ス
ク
を
し
て
外
出
す

る
。

●�

外
出
後
は
、
室
内
に
ウ
イ
ル

ス
を
持
ち
込
ま
な
い
よ
う
に
、

使
用
済
み
の
も
の
は
ビ
ニ
ー

ル
袋
に
入
れ
て
処
分
す
る
。

問
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

予
防
す
る
に
は
？

●�

う
が
い
、
手
洗
い
を
徹
底
す
る
。

①
せ
っ
け
ん
な
ど
で
の
手
洗
い

◦�

15
秒
以
上
こ
す
っ
て
か
ら
流
す
。

◦�

清
潔
な
布
や
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル

で
水
分
を
し
っ
か
り
拭ふ

き
取
る
。

②
消
毒
液
で
の
手
の
消
毒

◦�

手
に
汚
れ
が
付
着
し
て
い
る
時

は
、
十
分
に
洗
い
流
す
。

◦�

消
毒
液
を
手
に
噴
射
し
た
後
、

乾
燥
す
る
ま
で
十
分
に
す
り
込

む
。

●�

せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
り
、

他
人
に
う
つ
さ
な
い
心
遣
い

を
す
る
。（
先
日
、
配
布
し
た

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

●�

人
ご
み
を
避
け
る
。

◎�
問
い
合
わ
せ
先
＝
健
康
増
進
課

☎（
64
）０
９
０
５

部
」を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た「
家

庭
で
で
き
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
対
策
」
の
チ
ラ
シ
を
自
治
会
加

入
世
帯
な
ど
に
配
布
し
ま
し
た
。

「
今
そ
こ
に
あ
る
危
機
！
」
と

の
意
識
を
持
っ
て
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
対
策
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

場所
日時 宮内地区公民館 小 浜 小 学 校 新 川 団 地

６月 9日（火) 10：30～11：00 13：05～13：50 14：20～14：50
場所

日時 富隈地区公民館 万 膳 小 学 校 湯の里団地 三 田 坪

６月10日（水) 10：30～11：00 13：10～13：40 14：25～14：45 14：55～15：15
場所

日時 姫城地区公民館 中福良小学校 中福良地区公民館 春光園 姫城地区公民館横

６月17日（水) 10：30～11：00 13：20～13：50 14：00～14：10 14：35～15：05 15：15～15：35
場所

日時 松永地区公民館 安 良 小 学 校 十文字団地

６月19日（金) 10：30～11：00 13：15～14：00 14：30～15：00
場所

日時 日当山地区公民館 竹 子 小 学 校 空港南タウン 天降川団地

６月23日（火) 10：30～11：00 13：15～14：00 14：30～15：00 15：20～15：50
場所

日時 天降川地区共同利用施設 佐 々 木 小 学 校 日当山幼稚園横 宇 都 団 地

６月24日（水) 10：30～11：00 13：15～14：00 14：40～15：00 15：10～15：30
場所

日時 小浜地区公民館 中 津 川 小 学 校 安楽消防分団駐車場

６月25日（木) 10：30～11：00 13：05～13：50 14：05～14：35
場所

日時 小野地区公民館 三 体 小 学 校 東郷団地

６月26日（金) 10：30～11：00 13：15～14：00 15：40～16：20

◎はやとすずかけ号（移動図書館日程表）

※上記の巡回日程は、都合により変更することがありますので、ご了承ください。
◎公民館・共同利用施設は配本のみ　◎問い合わせ先：隼人図書館／☎43―7574
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同じふるさとの山
「霧島山」を思う人々との集い

環霧島会議湊　
　

美み

桜お　
　

大
祐　
　

牧
園
４
区

下
平　

陸り
く

斗と　
　

洋　
　
　

中
津
川
６
区

山
下　

結ゆ
い

子こ　
　

大
介　
　

高
千
穂
２
区

◎
霧　

島

長
瀬　

和や
ま
と　
　
　

真
人　
　

泉
水

中
馬　

遥は
る
か香　
　

譲　
　
　

湯
之
宮

唐
仁
原　

彪ひ
ゅ
う
が雅　

悠
介　
　

牧
神

山
下　

乙お
と

也や　
　

建　
　
　

霧
島

◎
隼
人
町

園
畑　

柚ゆ
ず

姫き　
　

武
志　
　

真
孝
西
１

諸
永　

歩あ

ゆ

む
友
夢　

智
広　
　

新
川
７

岩
城　

羅ら

菜な　
　

慎
一
郎　

沢
馬
場
２

宮
定　

幸こ
う

来き　
　

哲
也　
　

川
尻
北

中
井
上　

稜い
ず

希き　

和
樹　
　

諏
訪

角
道　

希き

桜お　
　

匡
徳　
　

山
下

豊
貴　

咲も
も
か花　

　

英
明　
　

見
次
１

堀
之
内　

雄ゆ
う

基き　

幸
一　
　

堀
之
内

髙
山　

真ま

尋ひ
ろ　

　

純
一　
　

新
七

髙
山　

千ち

尋ひ
ろ　

　

純
一　
　

新
七

安
田　

南な

お

こ
桜
子　

宝
之　
　

宇
都
山

新
田　

真ま

紗さ

哉や　

敏
満　
　

中
央
２

河
野　

範の
り

香か　
　

順
二　
　

湯
之
元
１

成
政　

太た
い

雅が　
　

研
太　
　

西
瓜
川
原

德
田　

晃こ
う

希き　
　

智
志　
　

真
孝
10

田
中　

海か
い

斗と　
　

掲
祐　
　

木
之
房
１

濱
田　

梨り
ん
か華　
　

和
徳　
　

東
郷
団
地

寺
島　

陽は
る

貴き　
　

大
輔　
　

御
前
馬
場
西

福
山　

恵め
ぐ
み　

　
　

隆
一　
　

川
尻
北

吉
満　

光あ
り
さ咲　

　

秀
作　
　

中
須
西

益
戸　

淳あ
つ

光ひ
ろ　

　

良
一　
　

隼
人
塚
団
地

田
上　

愛あ
い

徠ら　
　

浩
史　
　

新
川
７

田
上　

志し

穏お
ん　

　

浩
史　
　

新
川
７

大
津　

羅ら

夢む　
　

唯
香　
　

見
次
１

◎
福
山
町

久
米
村　

聖せ
い

也や　

慶
信　
　

東
牧
之
原

お
く
や
み

届
出
日
（
３
／
16
～
４
／
15
）

◎
国　

分

（
氏　

名
）　
　
　
　

  （
年
齢
） （
自
治
会
）

細
山
田　

明
子　
　

77　
　

道
場
口

鵜
木　

健
三　
　
　

75　
　

新
町
第
６

小
濱　

諬
三　
　
　

93　
　

唐
仁
中

 

平　

隼
人　
　
　

66　
　

三
郷

岩
重　

ヨ
シ
エ　
　

81　
　

三
郷

大
迫　

ミ
ツ
ヱ　
　

91　
　

一
心

本
村　

登
喜
子　
　

76　
　

東
内
の
丸

林　
　

一
郎　
　
　

80　
　

唐
仁
中

矢
野　

フ
ミ　
　
　

86　
　

東
中

宮
永　

忍　
　
　
　

75　
　

神
田
東

堀
切　

ツ
ル
子　
　

77　
　

高
橋

川
畑　

ナ
ミ
ヱ　
　

91　
　

車
田

横
山　

ア
ヤ
子　
　

100　
　

羽
坂

木
佐
木　

幸
男　
　

75　
　

辻

脇　
　

正
信　
　
　

60　
　

立
川

古
谷　

孝　
　
　
　

92　
　

下
中
之
馬
場

福
元　

一　
　
　
　

86　
　

阿
多
石

岩
山　

嘉
津
子　
　

68　
　

西
今
村

生
田　

タ
ミ　
　
　

85　
　

竹
下

荒
田　

テ
ル
子　
　

77　
　

東
下

段　
　

サ
チ
子　
　

83　
　

高
橋

七
夕　

正
夫　
　
　

90　
　

上
木
原

岩
﨑　

正
治　
　
　

88　
　

西
下
新

池
田　

司
郎　
　
　

74　
　

福
島
４

福
留　

ノ
ブ　
　
　

82　
　

岩
崎

常
盤　

ユ
キ　
　
　

94　
　

東
下
新

◎
溝
辺
町

杉
野　

辰
巳　
　
　

55　
　

中
十
文
字

德
永　

静
男　
　
　

76　
　

論
地
迫
上

佐
藤　

幹
男　
　
　

90　
　

計
牛

小
平　

ヒ
デ　
　
　

94　
　

上
石
原

上
別
府　

龍
男　
　

79　
　

別
府

◎
横
川
町

本
𠮷　

ユ
イ
子　
　

83　
　

正
牟
田

小
城　

枝　
　
　

99　
　

黒
葛
原

脇
田　

ミ
ツ
エ　
　

67　
　

上
小
脇

田
中　

ユ
イ
ナ　
　

89　
　

下
本
町

服
部　

照
志　
　
　

87　
　

天
神

地
頭
方　

シ
ヅ
子　

81　
　

赤
水

◎
牧
園
町

藤
﨑　

ナ
ル　
　
　

90　
　

中
津
川
５
区

松
下　

利
夫　
　
　

66　
　

高
千
穂
５
区

大
當　

一
夫　
　
　

75　
　

中
津
川
６
区

岩
元　

勇　
　
　
　

79　
　

高
千
穂
４
区

内
恒
見　

代
士
男　

80　
　

持
松
２
区

有
馬　

ハ
ツ
キ　
　

93　
　

高
千
穂
６
区

别
府　

ミ
ヱ
子　
　

89　
　

中
津
川
１
区

府
鳥　

ア
イ
子　
　

87　
　

万
膳
４
区

◎
霧　

島

今
城　

ツ
ル
エ　
　

75　
　

入
水

山
下　

靜　
　
　
　

56　
　

湯
之
宮

◎
隼
人
町

追
鳥　

京
子　
　
　

55　
　

中
城
下

湊　
　

チ
エ　
　
　

93　
　

里
下

早
川　

清
次　
　
　

82　
　

中
城
中

林　
　

吉
熊　
　
　

76　
　

清
水

田
之
上　

福
子　
　

64　
　

沢
馬
場
１

児
玉　

男　
　
　

91　
　

新
川
１

山
口　

操　
　
　
　

86　
　

橋
之
口

川
野　

ツ
ギ　
　
　

98　
　

み
ゆ
き
苑

田
中　

敬
也　
　
　

30　
　

松
山
２

宮
田　

フ
ミ　
　
　

82　
　

朝
日

有
村　

㓛　
　
　
　

78　
　

表
木
山

花
牟
礼　

悦
子　
　

70　
　

宇
都

津
代　

良
吉　
　
　

80　
　

住
吉
16

内
村　

ノ
ミ
子　
　

84　
　

天
降
川

海
老
原　

澄
江　
　

72　
　

住
吉
団
地

今
村　

ノ
ブ　
　
　

86　
　

見
次
３

前
田　

カ
ズ
子　
　

83　
　

花
山

横
山　

盛
衞　
　
　

93　
　

真
孝
15

渡
邊　

タ
子　
　
　

87　
　

真
孝
９

押
川　

み
よ
子　
　

43　
　

住
吉
12

川
畑　

一
雄　
　
　

85　
　

隼
人
塚
団
地

春
田　

キ
ミ
エ　
　

88　
　

新
溝

◎
福
山
町

中
村　

政
夫　
　
　

96　
　

新
原

磯
脇　

好
市　
　
　

61　
　

磯
脇

う
ぶ
声

届
出
日
（
３
／
16
～
４
／
15
）

◎
国　

分

（
出
生
児
）　
　
　

  （
届
出
者
） （
自
治
会
）

西
村　

光る

あ陽　
　

則
和　
　

福
島
３

瀧
崎　

颯そ
う

太た　
　

大
輔　
　

福
島
４

清
田　

叶か
の
ん望　

　

亮
治　
　

中
台

稲
村　

晴は
る

奈な　
　

浩
昭　
　

広
瀬
17

外
山　

來ら
い
く空　

　

慶
一　
　

寺
馬
場

山
下　

志し

朗ろ
う　

　

成
人　
　

塚
脇

佐
多　

凛り
ん

太た

朗ろ
う　

直
樹　
　

野
口
西
第
一

宇
都
口　

桃も
も

花か　

浩　
　
　

芦
原
西

前
田　

麗う
ら
ら　

　
　

剛
志　
　

広
瀬
17

田
爪　

悠ゆ
う

晴せ
い　
　

俊
一　
　

福
島
４

田
爪　

大た
い

晴せ
い　

　

俊
一　
　

福
島
４

堀
之
内　

敢か
ん
た逞　

大
作　
　

新
町
第
４

谷
口　

結ゆ
う

香か　
　

康
宏　
　

東
前
田

江
川　

愛あ
い

子こ　
　

哲
治　
　

東
中

谷
口　

綺あ
や
ね音　
　

博
樹　
　

寺
馬
場

永
吉　

和か
ず

晃あ
き　

　

豊
一　
　

唐
仁
中

横
山　

羚れ
い　

　
　

喬　
　
　

園
田
団
地

久
保　

歌か

花は
な　

　

誠　
　
　

道
場
口

荒
木　

菜な

緒お　
　

淳
二　
　

川
跡
南
第
２

前
田　

詩う

た太　
　

真
也　
　

野
口
団
地

税
所　

愛あ
い

音ね　
　

さ
や
か　

重
久
団
地
２

深
江　

琴こ
と

美み　
　

い
ず
み　

弟
子
丸

稲
満　

希の
ぞ
み　

　
　

靖
紀　
　

広
瀬
16

野
田　

佳け
い

輔す
け　
　

智
佳　
　

野
口
西
第
一

上
野　

利り

桜お　
　

博
之　
　

道
場
口

吉
留　

陸り
く

翔と　
　

康
一　
　

重
久
団
地
１

吉
留　

海か
い

翔と　
　

康
一　
　

重
久
団
地
１

川
島　

生せ
い

也や　
　

千
生　
　

広
瀬
８

松
元　

琉る

那な　
　

郷
尚　
　

玄
亀
庵

杉
木　

逞た
く

人と　
　

宏
介　
　

広
瀬
16

杉
木　

き
ら
り　

宏
介　
　

広
瀬
16

前
田　

陽ひ

め

の
恵
乃　

琢
猪　
　

止
上

川
野　

華か

鈴り
ん　

　

誠　
　
　

野
口
北

吉
井　

啓け
い

太た　
　

将
史　
　

下
川
内
上

鈴
木　

さ
く
ら　

貴
之　
　

東
下

◎
溝
辺
町

満
塩　

怜れ
ん

太た　
　

裕
太　
　
玉
利
団
地
２
号
棟

（
２
月
19
日
届
出
）

今
吉　

優ゆ
り
ん凛　

　

博
和　
　
十
文
字
団
地
２
号
棟

安
藤　

碧り
く
と飛　

　

雄
登　
　
計
牛
団
地
２
号
棟

千　
　

悠ゆ
う

眞し
ん　

　

智
明　
　

高
陵

米
丸　

虎こ

太た

郎ろ
う　

剛
介　
　

鍋
東

入
部　

翔と

あ空　
　

健
雄　
　

金
割
団
地

池
田　

優ゆ
う

哉や　
　

哲
弥　
　

陵
北

◎
横
川
町

児
島　

桃も
も

花か　
　

辰
也　
　

清
水
川
団
地

山
本　

瑠る

菜な　
　

誠　
　
　

今
村
住
宅

◎
牧
園
町

福
地　

広ひ
ろ

人と　
　

茂
穂　
　

牧
園
10
区

冨
満　

結ゆ

衣い　
　

裕
一
郎　

牧
園
４
区

ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
に

市
町
教
育
委
員
会
も
協
力

霧
島
山
を
取
り
巻
く
鹿
児
島
・
宮
崎
両
県

の
関
係
市
町
の
教
育
長
が
集
ま
っ
た「
環
霧

島
教
育
長
会
議
」が
４
月
27
日
に
国
分
シ
ビ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。
５
市
２
町

の
行
政
関
係
者
と
民
間
で
作
る
霧
島
ジ
オ

パ
ー
ク
推
進
連
絡
協
議
会
は
、「
霧
島
山
」を

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
に
認
定
し
て
も
ら

お
う
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
の
会
議

で
は
、
各
市
町
教
育
委
員
会
も
こ
の
取
り
組

み
に
協
力
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
連

絡
協
議
会
が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
る
各
市

町
の
地
質
の
ほ
か
に
、
文
化
財
的
な
立
場
か

ら
把
握
で
き
る
も
の
が
な
い
か
の
調
査
や
学

校
教
育
、
生
涯
教
育
で
ジ
オ
パ
ー
ク
に
関
連

し
た
事
業
の
洗
い
出
し
と
今
後
実
施
可
能
な

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
事
業
の
検
討
。
地
質
に
興

味
が
あ
り
、
研
究
し
て
い
る
教
師
や
Ｏ
Ｂ
な

ど
の
人
材
の
掘
り
起
こ
し
を
行
っ
て
い
く
こ

と
な
ど
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

市
民
に
対
す
る
地
質
遺
産
へ
の
理
解
を
深

め
る
教
育
は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
の
一
つ
の

条
件
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

日 付 内　容 金 額
4月 8日 霧島連山夏山開き時焼酎 5,000 
4月16日 お土産・贈答用お茶 26,250 
4月19日 隊友会国分支部懇談会時会費 3,000 

4月23日 前田司令を囲む夕べ
（出席者：市長、南副市長、福永副市長） 15,000 

4月25日
治水神社(姉妹都市・岐阜県海津市　薩摩義士の
偉業をたたえるために建設された神社)春の大祭
時焼酎

3,990 

4月25日 治水神社春の大祭時供物料 20,000 

4月25日 故森山泰氏（衆議院議員・森山裕氏の父）
告別式時香典 10,000 

４月分合計 83,240 

市長交際費（４月分）
市長の交際費をお知らせします。 （単位：円）

環霧島教育長会議
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